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巧しい操作説哪ま、 P -06 D に搭載されている 
巧3巧説明書」アプ U た卜 U セツ)をご覧くださし、。 



はじめに 

rp - 0 巨 Dj をお買い上げいただきまして、誠にありがとラでざいまず。 

ご使用の前やご利巧中に、この取搬説明書をお読みいただを、正しくお使い 
<ださい。 


操作説明 


P - 日 6 D の操作は、 iU 下の方法で説明しています。 


■ r クイックスタートガイド J (本書） 

基本的な機能の操作について説明しています。 

■[取扱説明書] (本端末のアプリケーション） 

機能の詳しい案内や操作について説明しています。 

ホーム画面[取撮説明書] 

•はじめてご利用される際には、本アブ U ケーションを円 ay ストアからインス 
I -ールする必要びあります。 

•本アプ U ケーションをアンインス!-ールした場合は、円 ay ストアから 
「 P -06 D 取扱説明書」で検索して再インストールでをます。 

■ r 取扱説明書 J ( PDF ファイル） 

機能の詳しい案内や操作について説明しています。 

ドコモのホームページでダウン□ー ド 

http :// www . nttdocoino . co . jp / support / trouble / manual / download / index.html 
《 URL および掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

♦本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。 
♦本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することびあります。 

•本書の操作説明は、ホームアフリを [docomo Palette Ul ] に設定した操作 
で説明しています。ホームアフ U を変更した場合は、操作手順などび本書の 
説明と異なる場合びあります。 

•本書に記載している画面およびイラストはイメージです。実際の製品とは翼 
なる場合びあります。 

•本書では、操作手順のボタンを簡略したデヴインで表現しています。 


スマホなるほどツアーズ for docomo with series 


本端末の便利な機能や知っておさたい基本操作をドコモダケと一緒に楽しく学 
ベるウイジ エツ トです。 


ホ-福面►菌贏揣严ぃち」 







本体付属品/試供品 


■ 本体付属品 

• P -06 D 本体(保証書付を） • リアカバー P 己巨 





• ワイヤレスチャージャー P 01 (保証書付き） 

<ワイヤレスチャージヤー > < 専用 AC アダプタ> 




■ 試供品 

• micraSD 力ードに GB ) (取扱説明書付き) 



※お買い上げ時には、あらかじめ端ホに取り付けられています。 
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本端末のご利用について 


• 本端末は、 W-CDMA • GSM / GPRS -無線 LAN 方式に対応していまず。 

• 本端末は無線を使用しているため、トンネル • 化下*建物の中などで電波 
の届かない巧、屋外でも電波の弱い巧および FOMA サービスエリア外では 
ご使用になれません。また、高層ビル•マンションなどの高層階で見晴ら 
しのよい場所であってもご使用になれない場合がありまず。なお、電波が 
強くアンテナマークが4本たっている状態で、移動せずに使用している場 
合でち通話が切れる場合がありまずので、ご了承ください。 

• 本端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケー 
スもないとはし、えません。しかし、 W-CDMA-GSM/GPRS 方式ではが、 
話機能をずべての通話について自動的にヴポートしまずので、第三者が受 
信機で傍受したとしても、ただの雑音としか間きとれません。 

• 本端末は、音声をデジタ雲号に変換して無線による通信を行っているこ 
とから、電波が態の悪い巧へ移動ずるなど送信されてきたデジタ J レ信号を 
正確に復元ずることができない場合には、実際の音声と異なって聞こえる 
場合がありまず。 

• 本端末は、 FOMA プラスエリアおよび FOMA ノ、イスピードエリアに対応し 
てお0まず。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして 
保管してくださるよラお願いしまず。本端末の故障竹修理、機種変更やそ 
の他の巧り扱いなどによって、万が一、登録された情報内容が消失してし 
まラことがあってち、当社としては責任を負いかねまずのであらかじめご 
了承ください。 

• 大切なデータは microSD 力ードに保存ずることをおずずめしまず。 

• 本端末はパソコンなどと同様に、お客様がインス!ルを行ラアプリケー 
ションなどによっては、お客様の端末の動作が不安をになったり、お客様 
の位置廈報巧端末に登録された個人情報などがインターネットを経由し 
て外部に発信され不正に利用される可能性がありまず。このため、ご利用 
になるアプリケーションなどの提供元および動作状況について十分にご 
確認の上ご利用ください。 

• 本端末は i モードのサイト（番組） への 接続、 i アプリなどには对応して 
お0ません。 

• 本端末は、データの同期种最新のソフトウェアバージョンをチェックずる 
ための通信、サーバーとの接続を維持ずるための通信など一部自動的に通 
信を行ラ化様となっていまず。また、アプリケーションのダウン□-ドや 
動画の視聴などデータ量の大きい通信を行ラと、パケット通信料が高額に 
なりまずので、パケット定額サービスのご利用を強くおずずめしまず。 

• 本端末では、マナーモードに設定!中でも、着信音、操作音、各種通知音扮 
外の動作音声（カメラのシトッター音など）は消音されません。 

• ご’利用の端末のソフトウエアパージョンについてはな P.73 
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• 本端末は、オペレーテイングシステム (0 S ) のバージョンアップにより 
機能が追加された0、操作ちまが変更になった0することがありまず。機 
能の追加や操作方まの変更などに関ずる最新情報は、ドコモのホームペー 
ジでご確認ください。 

• OS をパ’ージョンアップずると、ちいバージョンの OS で使巧していたアプ 
リケーションが使えなくなる場合や意図しない不具含が発生ずる場合が 
忘0まず。 

• Google が提供ずるヴービスについては 、 Google Inc . の利巧規約をお読み 
ください。またその他のウェブサービスについては、それぞれの利用規約 
をお読みください。 

• Google アプリケーションおよびサービス内容は、将宋予告なく変更され 
る場含があ0まず。 

• 紛失に備え、画面□ックを設定し端末のたキュリテイを確保してください 
(な P .57)。 

• 万が一紛失した場合は、 Google 卜ーク、 Gmail、Google Play などの Google 
ヴービスや Facebook 、 Twi は e 「 を他の人に利用されないように、パソ]ン 
より各種サービスアカウントのパスワードを変更してください。 

• sp モード 、 mopera U およびビジネス mopera インターネット总外のプロ 
パイダはヴポートしておりません。 

• microSD 力ードを挿入しなくてち本端末をお使いいただくことはできま 
ずが、カメラで撮影した画傲など、 microSD 力ードにしか保存できない 
データがございまず。 

このにめ、本端末をご利用になるときは、 microSD 力ードを挿入ずること 
をおずずめしまず。 

• テヴリングのご利用には sp モードのご契約が必要でず。 

• テヴリングを有効にした状態では、インターネット接続•メー J レサービス 
拟外の sp モードの機能をご利用になれません。 

• テヴリングを利用してインターネットに接続した場合、ご利用の環境に 
よっては外部機器においてアプリケーション（ブラウジング-グームな 
ど）が正常に動作しない場合がありまず。 

• ご利用の料金プランによ0、テヴリングご利巧時のパケット通信料が異な 
りまず。パケットを額サービスのご利用を強くおずずめしまず。 

• ご利用時の料金など詳細については、 
http :// www . nttdocomo . coop / をご覧く ださい。 
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巧全上のごを意（必ずお巧0ください) 


■ご’使用の前に、この「巧を上のご注意 J をよくお読みの上、正しくお使い 
ください。また、お読みになった後は大切に保管してください。 

■ここに示した注意事巧は、お使いになる人や、化の人へのを害、貞才産への 
損害を未然に防ぐための内容を記載していまずので、必ずおな D ください。 
■次の表示の区分は、表示内容を巧らず、誤った使用をした場合に生じるを 
害や損害の程度を説明していまず。 



■ 次の給表示の区分は、お巧 D いただく内容を説明していまず。 


0 

禁止 


分解禁止 



水濡れ禁止 


(§) 

属れ手禁止 


禁止（してはいけないこと）を示しまず。 


分解してはいけないことを示ず記号でず。 


水がかかる場巧で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないこ 
とを示ず記号でず。 


濡れた手で扱ってはいけないことを示ず記号でず。 
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指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示しま 

指示 

^一 電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示ず記号で 
電源乃グ额く 


■ 「巧を上のごな意 J は下記の7頂目に分けて説明していまず。 

本端末、電池パック、アタプタ、ワイでレスチトージ V -、ドコモ miniUIM 


力ードの取り扱いについて < 巧通> . P .7 

本端末の取り扱いについて . P .9 

電池パックの巧り扳いについて ... P .12 

アタプタ、ワイトレスチトージ V - の取り}及いについて . P .14 

ドコモ miniUIM 力ードの巧り扳いについて .. P .16 

医用電気機器近くでの取り扱いについて . P .16 

材質 一 K . P .17 


本端末、電池パック、アダプタ、ワイサレスチトージサー、ド]モ 
miniUIM カードの取0おいについてく巧通> 


を険 

0 高温になる場巧（义のそば、暖房器具のそば、こたつの中、 
直射日光の当たる場所、が天下の車内など）で使用、保管、 
放置しないでください。 

票と义ぶ、やけど、けがの原因となりまず。 

0 電子レシジなどの加熱調理機おや高圧容器に入れないでく 
だまい。 

义災、やけど、けが、感電の原因となります。 

禁止 


分解禁止 


分解、改造をしないでください。 

义災、やけど、けが、感電の原因となりまず。 



水濡れ禁止 


水や飲料水、ぺットの尿などで惩5さないでください。 

义災、やけど、けが、感電の原因となります。 

防水性能については下記をご参照ください。 

な P .27 「防水/防塵性能」 
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o 

指示 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


〇 

指示 


巧 

指示 


本端末に使用ずる電池パックおよびアダプタは、 NTT ドコ 
モが指定したちのを使用してください。 

义災、やけど、けげ、感電の原因となります。 


警告 

巧い力や衝撃をち无た0、巧げ付けた0しないでくだまい。 

火災、 やけど、けが、感電の原因となります。 


外き P 接続端子やイかホシ7イク端子に導電 I 性異物（金属片、 
鉛筆のおなど）を接触させないでくだまい。また、内部に 
入れないでください。 

乂災、たけど、けび、感電の原因となります。 

使用中や充電中に、布回などで覆った0、包んだ0しない 
で/ださい 

义ぶ、やけどの原因となりまず。 


1?イかレスチヤージザーの表面や本端末のリアカバー、電 
池パックに金属製のちの（金属を含む材質のシールなど） 

を貼0付けないでください。 

乂災、やけど、けがの原因となりまず。 

ツイザレスチでージで一と、本端末や電池パックの間に、 
金属製のちの{金属を含む材質のストラップやクリップな 
ど）を置かないでください。 

乂災、やけど、>けがの原因となります。_ 

ワイサレスチトージトーで充電ずる場合は、本端末に装着 
しているカバーなどは取り外してくだちい。 

カバーの材質や厚み、本端末とカバーの間に挟まったゴミなどの異 
物によって、正常に充電ができず、火ぶ、やけど、けがの原因とな 
りまず。 

ガソリシスタシドなど引义巧ガスが発生ずる場所に立ち入 
る場合は必ず事前に本端末の電源を切り、充電をしている 
場合は中止してください。 

ガスに引火ずる恐れびありまず。 

ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイをご使用になる隙 
はおず事前に電源を切った巧態で使用してください。（おサイつ 
ケータイ□ックを設定されている場合には□ックを解除した上で 
電源をお切0 くださし、） 
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〇 使用や、充電や、保管時に、異臭、発熱、変色、をおなど、 
いままでと異なるとまは、直ちに次の作業を行ってくださ 
_ し、。 

指の • 電源プラグをコシセシトやシガーライターソケットかちあく。 

• 本端ホの電源を切る。 

• 電池パックを本端末かち巧りかず。 

义災、やけど、けが、感電の原因となりまず。 


/|\ を意 

0 ぐ5ついた台の上や傾いた場所など、不ま定な場所には置 
かないでください。 

落下して、けがの原因となりまず。 

禁止 

0 湿気やほこ0のをい場所や高温になる場所には、保管しな 
いでください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

禁止 

〇 子供が使用ずる場合は、保護者が取0扱いの方法を教无て 
ください。また、使用中においてち、指示どおりに使用し 
_ ているかをご確認ください。 

指のけがなどの原因となりまず。 

〇 乳幼児の手の届かない場所に保管してくだまい。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となったりしまず。 

指示 


〇 

指示 


本端末をアダプタに接続した状態で長時間連続使用される 
場合には巧にご注意ください。 

充電しながら電話やワンたグ視聴などを長時間行ラと本端末や電 
池パック*アダプタの温度が高くなることがありまず。 

温度の高い部分に直接長時間削れるとお客様の体質や体調によつ 
ては肌に赤みやかゆみ、かぶれなどが生じたり、低温やけどの原因 
となったりずる恐れがありまず。 


r 本端末の取0巧いについて 

警告 

0 赤外線ポートを目に向けて送信しないでください。 

目に悪影響を及ぼず原因となりまず。 

禁止 
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0 

禁止 

ホ外線通信使用時に、ホ外線ポートを赤外線装置のついた 
家電製品などに向けて操作しないでください。 

ホ外線装置の誤動作により、事故の原因となりまず。 

0 

禁止 

ライトの発光部を人の目に近づけて点灯発光ちせないでく 
ださい。巧に、乳幼児を撮影ずるときは、 im が上離れてく 
ださい。 

視力障害の原因となりまず。また、目がくらんだり驚いたりしてけ 
びなどの事故の原因となりまず。 


iCN 本端末内のド〕モ miniUIM 力ードや microSD 力ード挿入 
(\) □に水などの液体や金属片、燃えやずいちのなどの異物を 
入れないでください。 

ホじ '火災、 やけど、けが、感電の原因となります。 


0 

禁止 

自動車などの運転者に向けてライトを点灯しないでくださ 
い。 

運転の妨げとなり、事故の原因となりまず。 

〇 

指示 

航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、本端末 
の電源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因となりまず。 

医療機関内における使巧についてはを医療機関の指示に従ってく 
ださし、。 

航空機内での使用などの禁止行為をした場合、法令により罰せられ 
ます。 

ただし、電波を出さない設定にずることなどで、機内で本端末が使 
用できる場合には、航空会社の指示に従ってご使用ください。 

〇 

指示 

八シズフリーに設定して通話ずる隙や、着信音が鳴ってい 
るときなどは、必ず本端末を耳かち離してください。 

また、イサホシ7イクなどを本端末に装着し、ゲームや音 
楽再生などをずる場合は、適度なボ U ユームに調節してく 
ださい。 

富量び大きすぎると難聴の原因とな0ます。 

また、周囲の音が聞こえにくいと、事故の原因となります。 

〇 

指示 

本端末は受話□とスピーカーが兼用になっているため、ス 
ピーカーを roNj にして通話ずる際は必ず本端末を耳かち 
離してくだちい。 

近 i 妄センサーで音量調節をしていまずが、大きな音が直接耳に入る 
恐れがあり、難聴の原因となります。 

〇 

指示 

也臓のおい方は、着信八イブレータ（振動）や着信音量の 
設定に注意してください。 

む臓に悪影響を及ぼず原因となりまず。 
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〇 

指示 

医用電気機器などを装着している場合は、医用電気機器 
乂一力ちしくは販売業者に、電波による影響についてご確 
詔の上ご使用ください。 

医巧電気機器などに悪影響を及ぼず原因となりまず。 

〇 

指示 

高精度な制御や微おな信号を取0巧ラ電子機器の近くで 
は、本端末の電源を切ってくだちい。 

電子機器が誤動作ずるなどの悪影響を及ぼす原因となりまず。 

ご';主意いただきたい電子機器の例 

補聴器、植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その 
他の医用電気機器、义お報知器、自動ドア、その他の自動制御機器 
など。植込み型む臓ぺースメーカおよび植込み型除細動器、その他 
の医用電気機器をご使用されるちは、当該の各医用電気機器メーカ 
ちしくは販売業若に電波による影響についてご確認ください。 

〇 

万が一、ディスプレイ部やカイラのレシズを破損した際に 
は、割れたガラスや露出した本端末の内部にご注意くだち 
い。 

ディスプレイ卽の表面には保護フィルム、カメラのレンズの表面に 
はプラスチックパネルを使用し、ガラスが飛散りにくい構造となっ 
ておりまずが、誤って割れた破損部や露出部に S ちれまずと、けがの 
原因となりまず。 

指示 

0 

禁止 

/ j \ ミ主意 

アシテナ、ストラップなどを持って本端末を振0回さない 

本人传他の人に当たり、けがなどの事故の原因となりまず。 

0 

禁止 

本端末が破損したまま使用しないでくだまい。 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 

0 

禁止 

モーシヨシセシサーのご使用にあたっては、必ず周囲のま 
全を確認し、本端末をしっか0と握0、お吾が上に振0回 
さないで < ださい。 

けがなどの事故の原因となりまず。 

0 

禁止 

ディスプレイの表面には、落下や衝撃などにより破損した 
場合のを全1性確保（強化ガラスパネルの飛散防止）を目的 
とずる保護フィルムがあ0まず。このフィルムは無埋には 
がしたり、傷つけたりしないでください。 

フィルムをはがして使巧した場合、ディスプレイが破損したとき 
に、けびの原因となることびありまず。 
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0 誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れた場合には、顔 
や手などの皮膚につけないでください。 

失明や皮膚に傷害を起こず原因となりまず。 

^と液晶が目や口に入った場合には、ずぐにきれいな水でミ先い流し、直 
ちに医師の診断を受けてください。 

また、皮膚や衣類に付着した場合は、ずぐにアルコールなどでがき 
取り、石離で水ミ先いしてください。 

〇 自動車内で使用ずる場合、自動車乂一力ちしくは販売業ち 
に、電波による影響についてご確認の上ご使用ください。 

_ 車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を及ぼす原因となり 
指のまずので、その場合は直ちに使用を中止してください。 

〇 お客様の巧:質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹な 
どが生じることがお0まず。異状が生じた場合は、直ちに 
使用をやめ、医師の診療を受けてください。 

^ ^ 各箇巧の材質についてはな P . 17「材質一覧」 

〇 ディスプレイを見る隙は、十分明るい場所で、画面かちあ 
る程度の距離をとってご使用ください。 

視力低下の原因となりまず。 

指示 


電池ノいツクの巧0巧いについて 


■ 電池パックのラペルに記載されている表ホによ0、電池の種類をご確認く 
ださい。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

リチウムイオン電池 


を険 

0 端子に針金などの金属類を巧触させないでくだまい。ま 
た、金属製ネックレスなどと一緒に持ち運んだり、保管し 
た0しないでください。 

票と電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となりまず。 

/Ov 電池パックを本端末に取り付けるときは、電池パックの向 
(\)きを確かめ、ラまく取0付けできない場合は、無埋に取り 
付けないでください。 

S と電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となりまず。 

0 义の中に投下しないでくだをい。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となりまず。 

禁止 
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0 

禁止 

なを剌したり、八シ 7 —で啡いたり、踏みつけたりしない 
でください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となります。 

〇 

指示 

電池パック内部の液体などが目の中に入ったときは、こず 
5 ず、ずぐにまれいな水で洗った後、直ちに医師の診療を 
受けてください。 

失明の原因となりまず。 

0 

禁止 

警告 

落下による変おや傷などの異常が見られた場合は、絶がに 
使用しないでください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となります。 

〇 

指示 

電池パックが漏液したり、異臭がしたりずるときは、直ち 
に使用をやめて义気かち遠ざけてください。 

漏液した液体に引义し、発义、破裂の原因となります。 

〇 

指示 

ぺットが電池パックに幡みつかないよラご注意くだまい。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となりまず。 

0 

禁止 

を意 

一祗のゴ S と一緒に捨てないでくだちい。 

発义、環境破壊の原因となります。不要となった電池パックは、端 
子にテープなどを貼り、絶緑してからドコモシヨップなど窓口にお 
持ちいただくか、回収を行っているホ町村の指示に従ってください。 

0 

禁止 

濡れた電池パックを使用した 0 充電した 0 しないでくださ 
い。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因となります。 

〇 

指示 

電池パック内部の液体などが漏れた場合は、顔や手などの 
皮膚につけないで < ださい。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液体などが目や口に入った場合れ皮膚りホ類に付着した場をは、 
ずぐにきれいな水でミ先い流してください。 

また、目や口に入った場合は、洗浄後直ちに医師の彭断を受けてく 
ださし、。 
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アダプタ、ワイサレスチヤージヤーの巧0巧いについて 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


磊れ手禁止 


A 警告 

アダプタや:3イサレスチでージで一のコードが傷んだち使 
用しないで < だまい。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 


AC アダプタやワイかレスチヤージトーは、風呂場などの湿 
気のをい場所では使用しないでくだまい。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 


DC アダプタはマイナスアース車専用でず。プラスアース 
車には使用しないでくだちい。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 


雷が鳴り出した5、アダプタやつイかレスチザージャーに 
は轴れないでください。 

感電の原因となりまず。 


コシセシトやシガーライターソケットにつないだが態で充 
電端子をショートませないでください。また、巧電端子に 
手や指など、身体の一部をち4れさせないでくだちい。 

乂災、やけど、感電の原因となります。 

アダプタやつイ*\7レスチト— ジトーのコードの 上に重いち 
のをのせないでくだちい。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


コシセシトに AC アダプタを巧き差しずるときは、金属製ス 
トラップなどの金属類を接触させないでください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 


濡れた手でアダプタのコード、ワイかレスチヤージで一、 
コシセシトに触れないでくだまい。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 
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o 

指示 


巧 

指示 


〇 

指示 


巧 

指示 


指定の電源、電圧で使用してください。 

また、海外で充電ずる場合は、海外で使用可能な AC アダプ 
夕で充電してください。 

誤った電圧で使用ずると义災、やけど、感電の原因となりまず。 

AC アダプタ： AC 100 V 

DC アダプタ： DC 12 V - 24 V (マイナスアース車専用） 

海外で使用可能な AC アグプタ： AC 100 V 〜 240 V (家庭用交流コン 
セントのみに接続ずること） 

DC アダプタのヒューズが方が一切れた場合は、必ず指定の 
ヒューズを使用してください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

指定ヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご確認ください。 

電源プラグについたほこ0は、がき取ってくだちい。 

乂災、やけど、感電の原因となりまず。 


AC アダプタをコシセシトに差し込むときは、確実に差し込 
んでくだまい。 

'火災、 やけど、感電の原因となりまず。 


〇 電源プラグをコシセシトやシガーライターソケットかち巧 
く場合は、アダプタやつイサレスチトージが一のコードを 
無埋に引っ張ちず、アダプタを持って}ちいてください。 

ちの 火災、 やけど、感電の原因となりまず。 

C 長時間使用しない場合は、電源プラグをコシセシトやシ 
ガーライターソケットか5巧いてください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

電!乃グ碰く 

C 万が一、水などの液巧が入った場合は、直ちにコシセシト 
やシガーライターソケットかち電源プラグを巧いてくださ 

_ い。 

電源プっグ碰、义巧、やけど、感電の原因となりまず。 

C お手入れの際は、電源プラグをコシセシトやシガーライ 
ターソケットかち巧いて行ってください。 

义災、やけど、感電の原因となりまず。 

電扔ラグ碰く 
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ドコモ min 山 IM 力ードの巧0巧いについて 


A 注意 

〇 ドコモ miniUIM 力ードを取り外ず際は切断面にご注意く 
ださい。 

けげの原因となりまず。 

指示 


医用電気機器近くでの巧0扱いについて 


■ 本記載の内容は r 医用電気機器ぺの電波の影響を防止ずるための携帯電話 
端末寄の使用に関ずる指針 J (電波環境協議会）に準ずる。 

警告 

〇 医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。 

• 手術室、集中治療室 ( ICU )、 冠状動脈疾患監視病室に CU ) には本 
_ 端末を持ち込まないでください。 

指巧 • 病棟内では、本端末の電源を切ってください。 

• □ビーなどであってち付近に医用電気機器がある場合は、本端 
末の電源を切ってください。 

• 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めて 
いる場合は、その医療機関の指示に従ってください。 

〇 満員電車の中など混雑した場巧では、付近に植込み型也臓 
ぺース乂ーカおよび植込み型除細動器を装着している方が 
いる巧能 I 巧があ0まずので、本端末の電源を切ってくださ 

措のい。 

電波により植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の 
作動に悪影響を及ぼず原因となります。 

〇 植込み型 I む臓ペース乂一力および植込み型除細動おなどの 
医用電気機器を装着されている場合は、装着部かち本端末 
は 22 cm な上離して携行および使用してください。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。 

〇 自宅療養などによ0医療機関の外で、植込み型む臓ぺース 
メーカおよび植込み型除細動おが外の医用電気機器を使用 
_ される場合には、電波による影響について個別に医用電気 
機器乂一力などにご確認ください。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。 
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r 材質-覧 

■ P-06D 本化-リアカバー P56 -電池パック P27 


使用箇所 

材質/表面処理 

イれ卞ンマイク端子（樹脂宜盼） 

PA 

外装ケース 

ボタン側の側面 

PC 

リアカバー側の側 
面別の 

PC / スズ蒸着、 UV 塗装 

リアカバー側の側 
面糾 

PC / UV 塗装 

リアカバ—^1^3 

PC 、 シリコンコム/ UV 塗装 

リァヵバーの 

PC 、 シリコンゴム/ウレタン塗装 

リアカバ-慮耐 

PC 

外部接続端子 

ステンレス鋼/ニッケルメッキ、スズ 
メッキ 

外部接続端子力八一 

PC 、 エラストマ、シリコンコム / UV 
塗装 

カメラレンズ部、ホ外線ポート部 

PMMA / 八ードコート 

ディスプレイパネル 

ガラス、 PET / 表面八ードコート 

電池取納部 

ガラスエポキシ基板/ニッケルメッ 
キ、金メッキ 

電池収納面 

アルミ/ニッケルメッキ 

電池端子 

金属部分 

チタン銅/ニッケルメッキ、金メッキ 

樹脂部分 

PA 

電池パック 

樹脂部分 

PC 

端子部 

ガラスエポキシ基板/ニッケルメッ 
キ、金メッキ 

ラベル 

PET / UV 塗装 

ドコモ miniUIM 
カードトレイ 

金属部分 

ステンレス鋼 

樹脂部分 

LCP 

フラッシュ部 

PMMA 

ボタン 

ABS / UV 塗装 

ラベル（電池収納面） 

ポリエステル 

ラベル（電池面） 

PET 
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使用箇所 

な質/表面処理 

ワンセグアンテ 

先端樹脂部分 

ABS / UV 莖装 

ナ 

金属部分（スリー 
ブ部） 

カド S ウムレス黄銅/ク□ムメッキ 


金属部分（パイプ 
部） 

ステンレス鋼 


金属部分 （ NT エレ 
メント部） 

ニッケルチタン合金 


根元ヒンジ部（ヒ 
ンジ部、ピン部） 

ステンレス鋼/ニッケ J レメッキ 


根元ヒンジ部（ス 
トッパー部） 

ステンレス鋼/ク□厶メッキ 


ホルダ部 

亜鉛/ニッケルメッキ 


アンテナ収納部 

PA 

microSD 力ード 

金属部分 

りん青銅/ニッケルメッキ 

挿入口 

娜旨部分 

LCP 


• 本体色によ 0 材質が異なる箇所がありまず。 

本体色「ゴールド」「チェリーピンク」 
；^^2本体色「ブラック」 

の本体色「ホワイト」 


■ワイサレスチトージ V— P01 


使用箇所 

材質/表面処理 

コード 

エラストマ 

製造香号シール（専用 AC ァタプタ） 

PET / ラミネート加工 

製造香号シール（ワイレスチトー 
ジで—） 

を成祇/ラ S ネート加工 

専用 AC ァタプタ本体 

PC 

注意シール 

PET / ラミネート加工 

電源プラグ 

金属部分 

黄銅/ニッケルメッキ 

被覆部分 

PA 

ネジ 

鉄/亜鉛メッキ、ク□メート 

プラグ 

金属部分 

黄銅/ニッケルメッキ 

先端樹脂部分 

PBT 

プラグ端子 

PA 

ボタン 

PC 

銘板シール 

PET / ラミネート加工 

ワイわレスチトージトー本体 

PC 
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取 0 扱い上のごを意 


r 巧通のお願い _ I 

■ P -06 D は防水/防塵 I 性能をちしてお0まずが、本端末内部に水やお塵を浸 
入させた0、付属品、オプシヨシ品に水やお塵を巧着させた0しないでく 
ださい。 

電池パック、アダプタ、ワイレスチトージ V -、ドコモ miniUIM 力ード 
は防水/防塵性能を有しておりません。風呂場などの湿気の多い場所での 
ご使用や、雨などがかかることはお杆めください。また身に付けている場 
を、汗による湿気により内部が腐食し故障の原因となります。調査の結果、 
これらの水濡れによる故障と判明した場合、保証が象外となり修理できな 
いことがありまずので、あらかじめご了承ください。なお、保証が象外で 
ずので修理を実施できる場をでち有料修理となりまず。 

■お手入れは乾いた柔らかい布(めがね拭きなど)で拭いてください。 

• 乾いた布などで強く擦ると、ディスプレイに傷がつく場含がありまず。 

• ディスプレイに水滴竹巧れなどが付着したまま放置ずると、シ S になる 
ことがありまず。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などでがくと、印刷が消えたり、 
色があせたりずることがありまず。 

■端子は時々乾いた綿巧などで清掃してください。 

端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れたり充電不十分の原因と 
なったりしまずので、端子を乾いた綿棒などで拭いてください。 

また、清掃ずる隙には端子の破損に十分ご;主意ください。 

■ エアコシの吹き出し□の近くに置かないでください。 

急激な温度の変化により結露し、内部が腐貸し故障の原因とな0まず。 

■本端ホや電池パックなどに無理な力がかからないよラに使用してくださ 
い。 

多くのちのが詰まった荷物の中に入れたり、巧類のポケットに入れて座っ 
た0ずるとディスプレイ、内部基板、電池パックなどの破損、故障の原因 
となりまず。 

まに、外部接続機器を外部接続端子杆イサホンマイク端子に差した状態の 
場合、コネクタ破損、故障の原因となりまず。 

■ディスプレイは金属などで擦った0引っかいた0しないでください。 

傷つくことがあ0故障、破損の原因となりまず。 

■オプシヨシ品に添付されている個別の取巧説明書をよくお読みください。 
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本端末についてのお願い I 

■タッチパネルの表面を強く巧したり、 m やボールペシ、ピシなど先の尖っ 
たちので操作した0しないでください。 

タッチノ くネ J レが破損ずる原因となりまず。 

■極端な高温、巧温は避けてください。 

温度は5で〜3日で、湿度は45%〜85%の範囲でご使用ください。 

■一敞の電話機やテレビ*ラジオなどをお使いになっている近くで使用ずる 
と、悪影響を及ぼず原因とな0まずので、なるべく離れた場所でご'使用く 
ださい。 

■ お客様ご自身で本端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして 
保管してくださるよラお願いします。 

万が一登録された情報内容が消失してしまラことがあってち、当社として 
は責任を負いかねまずのであらかじめご了承ください。 

■本端末を落とした0、衝擊をち无た〇しないでください。 

故障、破損の原因となりまず。 

■外部巧続端子やイホシ7イク端子に外部巧続機器を巧続ずる隐に斜めに 
差した D、 差した巧•態で引っ張った D しないで<ださい。 

故障、破損の原因となりまず。 

■使用や、充電中、本端末は温かくな0まずが、異窜ではお0ません。その 
ままご使用ください。 

■カメラを直射曰化の当たる場所に放置しないでください。 

素子の退色-焼付きを起こず場合がありまず。 

■ 通常は外部巧続端子カパーを巧じた状態でご使用ください。 

ほこり、水などが入り故障の原因となりまず。 

■ リアカバーを外したまま使用しないでください。 

電池パックが外れたり、故障、破損の原因となったりします。 

■ microSD 力ードの使用やは、 mi び oSD 力ードを取り外したり、本端末の 
電源を切ったりしないでください。 

データの消失、故障の原因となりまず。 

■ 磁気カードなどを本端末に近づけないでください。 

キトッシユカード、クレジットカード、テレホンカード、フ□ッピーデイ 
スクなどの磁気データが消えてしまラことがありまず。 

■ 本端末に磁気を帯びたちのを近づけないでください。 

強い磁気を近づけると誤動作の原因となりまず。 
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[電池パックについてのお願い I 

■電池パックは消耗品でず。 

使用状態などによって異なりまずが、十分に充電してち使用時間が極端に 
短くなったときは電池パックの交換時期でず。指定の新しい電池パックを 
お買い求めください。 

■充電は、適正な周囲温度 （5 で〜35で）の場所で巧ってください。 

■ 電池パックの使用時間は、使用環境や電池ックのま化度によ0具な0ま 
す。 

■ 電池パックの使用を件によ0、寿命が‘近づくにつれて電池パックび膨れる 
場合びあ0まずが問題お0ません。 

■ 電池パックを保管される場合は、次の点にご ミ ま意ください。 

• フル充電が態（充電完了後ずぐの状態）での保管 
• 電池残量なしの状態（本体の電源が入らない程消費しているげ態）での 
保管 

電池パックの性能听寿命を低下させる原因となりまず。 

保管に適した電池残量は、目まとして電池残量が40パーセント程度の状態 
をお勧めしまず。 


「アダプタ、 ワイサレスチ ザー ジサ ーにつ いてのお願い _ ] 

■充電は、適正な周囲温度 （5 で〜35で）の場所で巧ってください。 

■次のよラな場所では、充電しないでください。 

• 湿気、ほこり、振動の多い場所 
• 一般の電話機竹テレビ-ラジオなどの近く 

■巧電や、アダプタやワイサレスチトージび温かくなることがあ0まず 
が、異甫ではあ0ません。そのままご使用ください。 

■ DC アダプタを使用して巧電する場合は、自動車のエシジシを切ったまま使 
用しないでください。 

自動車のバッテリーを消耗させる原因となりまず。 

■巧け防止機おのあるコシセシトをご‘使用の場合、そのコシセシトの取扱説 
明書に従ってください。 

■強い衝撃を与元ないでください。また、充電端子をを形させないでくださ 
い。 

故障の原因とな0まず。 

■磁気力ードなどをワイサレスチジに近づけないでください。 

キトッシユカード、クレジットカード、テレホンカード、フ□ッピーデイ 
スクなどの磁気データが消えてしまラことがありまず。 

■ワイサレスチジ V- に磁気を帯びたちのを近づけないでください。 

強い磁気を近づけると誤動作の原因となりまず。 
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ドコモ miniUIM 力ードについてのお願い 


■ ドコモ miniUIM 力ードの巧り巧け/巧りかしには、必要が上に力を入れな 
いでください。 

■他の 1 C 力ードリーダー/ライターなどにドコモ miniUIM 力ードを挿入し 
て使用した結果としてな障した場合は、お客様の責任とな0まずので、ご 
を意ください。 

■ ICSP 巧はいつちきれいな巧態でご使用ください。 

■お手入れは、乾いた柔ちかい布（めがね拭まなど）で巧いてください。 
■お客様ご自身で、ドコモ miniUIM 力ードに登録された情報内容は、別にメ 
モを取るなどして保管してくださるよラお願いしまず。 

万が一登録された情報内容が消失してしまラことがあつてち、当社として 
は責任を負いかねまずのであらかじめご了承ください。 

■ 環境保全のため、不要になつたドコモ miniUIM 力ードはドコモショップな 
ど窓□にお持ちください。 

■ 1 C を傷つけた0、不用意に触れた0、ショートさせた0しないでくださ 
い。 

データの消失、故障の原因となりまず。 

■ ドコモ miniUIM 力ードを落としたり、衝撃をちえたりしないでください。 

故障の原因とな0まず。 

■ ドコモ miniUIM 力ードを曲げた0、重いちのをのはた0しないでくださ 
い。 

故障の原因とな0まず。 

■ ドコモ miniUIM 力ードにラベルやシールなどをおつた状態で、本端末に耳又 
0巧けないでください。 

故障の原因となりまず。 
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[ Bluetooth 機能を使用ずる場合のお願い 


■本端末は、 Bluetooth 機能を使用した通信時のセキュリティとして、 
Bluetooth 標を規巧に準拠したセキュリティ機能に对応しておりまずが、 
設定内容などによってセキュリティが十分でない場合がお0まず。 
Bluetooth 機能を使巧した通信を行ラ際にはご注意ください。 

■ Bluetooth 機能を使用した通信時にデータや情報の漏紙が発をしまして 
ち、責任を負いかねまずので、あらかじめご了承ください。 

■周波巧帯について 

本端末の Bluetooth 機能が使用ずる周波数帯は次のとおりでず。 


2.4 FH 1 



2.4 : 2400 MHz 帯を使用ずる無線設備を表しまず。 

FH :変調ち式が FH - SS ち式であることを示しまず。 

1 :想定されるち干渉距離が 10 m 换下であることを示しまず。 

: 2400 MHz 〜2483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識 
別装置の帯域を回避不可であることを意味しまず。 

航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 

ご利用の国によっては Bluetooth の使用が制限されている場合がありまず。 
その国/地域の法規制などの条件を確認の上、ご利用ください。 


■ Bluetooth 機器使用上のま意事項 

本端末の使用周波数帯では、電子レシジなどの家電製品や産業-科ぎ*医療 
用機器のほか、工場の製造ライシなどで使巧される免許を要ずる移動体識別 
用構内無線局、免許を要しない特定か電力無線局、ア7チユア無線局など 
(が下「他の無線局 J と巧しまず）が運用されていまず。 

1 . 本端ホを使用ずる前に、近くで「他の無線局 J が運用されていないこと 
を確認してください。 

2. 万が一、本端末と「他の無線局」との問に電波干渉が発生した場合には、 
速やかに使用場所をを无るか、「電源を切る」など電波干渉を避けてくだ 
さい。 

3. その他、ご不巧な点につきましては、本書裏面の r 総合お問い合わせ先」 
までお問い合わせ<ださい。 
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無線 LAN (WLAN) についてのお願い 


■巧線 LAN ( WLAN ) は、電放を利用して情巧のや0巧0を行ラため、電波の 
届く範囲でおれば自由に LAN 接続でさる利点がお0まず。その反面、セ 
キユ U テイの設定を行っていないときは、悪意ある第=ちに通信内容をを 
み見られたり、不正に侵入されてしまラ可能性がおりまず。お客様の判惭 
と責任において、セキユ U テイの設定を行い、使用ずることを巧おしまず。 
■巧線 LAN について 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの破気ををびているところや電礎波が発生し 
ているところで使用しないでください。 

• 磁気护電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、通信ができな 
くなることがありまず（特に電子レンジ使用時には影響を受けることが 
お0まず)。 

• テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テレビ画面が 
乱れることがありまず。 

• 近くに複数の無線け N アクセスポイントが存在し、同じチトンネルを使 
用していると、正しく検索できない場合がありまず。 

■周波巧帯について 

WLAN 搭载機器が使用ずる周波数帯は、端ホ本化の電池パック巧入部に記 
裁されていまず。ラベルの見かたは次のとお0でず。 


2.4 DS/OF 4 

ロロロ 


2.4 : 2400 MHz 帯を使用ずる無線設備を表しまず。 

DS/OF :変調ち式が DS - SS 方式、 OFDM ち式であることを示しまず。 

斗 ：想定されるち干渉距離が 40 m 拟下であることを示しまず。 

口□口 : 2400 MHz 〜2483.日 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識 
別装置の帯域を回避可能であることを意味しまず。 

利用巧能なチトンネ J レは国により異なりまず。 

航空機内の使用は、事前に各航空尝社へご確認ください。 

ご利用の国によっては無,線 LAN の使用が制限されている場合がありまず。 
その国/化域の法規制などの条件を確認の上、ご利用ください。 
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■ 2.4GHz 機器使用上のミモ意事項 

WLAN 搭載機器の使用周波数帯では、電子レシジなどの家電製品や産業•巧 
ぎ-医療用機器のほか工場の製造ライシはどで使用されている移動が識別用 
の構内無線局（免許を要ずる無線局）および特定ル電力無線局（免許を要し 
ない巧線局）ならびにアマチュア無線局（免許を要ずる無線局）が運用され 
ていまず。 

1. この機器を使用ずる前に、近くで移動巧識別用の構内巧線局および特定 
ル電力無線局はちびにアマチュア無線局が運用されていないことを巧認 
して < ださい。 

2 . 乃が一、この機器から移動体識別用のお巧無線局に巧してち害な電波干 
渉の事例か発をした場合には、速やかに使用周波巧を変更ずるかご利用 
をや附していただいた上で、本書裏面の r 総合お問い合わせ先 J までお 
問い合わせいただき、混信回避のための処置など（例元ば、パーテイシヨ 
シの設置など）についてご相談ください。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局おるいはアマ 
チュア無線局に巧して電波干渉の事例が発生した場合など何かお因0の 
ことがおまたとまは、本書裏面の r 総合お問い合わせ先 J までお問い合 
わせください。 


「FeHCa U —ダー/ライターについてのお願い _ ] 

■本端末の FeNCa U— ダー/ライター機能は、無線局の免許を要しない微 
お電波を使用していまず。 

■使用周波数は13.56 MHz 帯でず。周囲で他の U— ダー/ライターをご使 
用の場合、十分に離してお使いください。また、他の同一周が巧帯を使用 
の無線局が近くにないことを確認してお使いください。 
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を意 


■ 改造された本端末は絶巧に使用しないでください。改造した機器を使用し 
た場合は電波法に抵触しまず。 

本端末は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明などを受けて 
おり、その証として「技適マーク@」が本端末の銘版シールに表示されて 
お0まず。 

本端末のネジを外して内部の改造を巧った場含、技術基準適合証明などが 
化クカ>•な n まず。 

技術基準適合証明などが無効となった状態で使用ずると、電波ミ去に抵触し 
まずので、絶巧に使用されないよラにお願いいたしまず。 

■ 自動まなどを運おやの使用にはご注意ください。 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の対象となりまず。 

ただし、傷病ちの救護または公共の安全の維持など、やむを得ない場合は 
巧象外となりまず。 

■ FeNCa リーダー/ライター機能は日本国内で使用してください。 

本端末の Fel に a リーダー/ライター機能は曰本国闲での無線規4备に準拠 
していまず。 

海外でご使用になると罰せられることがありまず。 

■ 夏本 y フトウエアを不正にを更しないでください。 

ソフトウェアの改造とみなし故障修埋をお断りずる場合がありまず。 
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防水/防塵性能 


P -06 D は、外部接続端子カバーをしっかりと聞じ、リアカバーを取り付けて 

隙間や浮きがない巧態で IPX 5《 l 、 IPX7X 2 の防水性能、 IPSX ^ 3 の防塵性 

能を有しています。 

XI IPX 5 とは、脚崖 6.3 mm の注水ノズルを使用し、約 3 m の距围ちから 
12.5 L / 分の水を最低3分間注水ずる条件であらゆる方向から噴流を当 
ててち、電話機としての磯能を有ずることを意味しまず。 

X 2 IPX 7 とは、甫温で水道水、かつ静水の水課 Im の水槽に P -06 D を静かに 
沈め、約30分間放置後に巧り出したときに電話機としての機能を有ず 
ることを意 D 未しまず。 

‘)^0 I 巧 X とは、保護度含いを指し、直径 75| jm 拟下の塵埃（じんあい）が 
入った装置に電話機を8時間入れてかくはんさせ、取り出しにときに電 
話機の機能を有し、かつををを維持ずることを意味しまず。 

(注）実際の使庙にあたって、ずべての状況での動作を保証ずるちのではあ 
りません。浸水や異物混入を防ぎ、を全にお使いいにだくために、本 
書をよくお読みになつてからご使用ください。 


rP -06 D が有ずる防水/防塵性能 

■雨の や 

• 雨の中で傘をささずに濡れた手で通話できまず。 （1 時間の雨量が 20 mm 
未満、地面からの跳ね返0で足元が濡れる程度） 

义 手が濡れているとき竹端末に水滴がついているときには、リアカバー 
の巧り付け/取り外し、外部接続端子カバーの開閉は行わないでくだ 
さい。 

■洗 ラ 

• 端末が巧れた場合は、洗面器などに張った真水- 
常温の水道水につけて静かに振り洗いをした 
り、蛇口から弱めに流れる水道水に当てながら 
手で洗ラことができまず。 

• リアカバーをしっかりと取り付けた状態で、外 
部接続端子カパーを押さえたまま洗ってくださ 
い。 

• 洗ラときは、ブラシやスポンジ、石けん、洗剤などを使用しないでくださ 

し、。 

• 洗い流したあとは表面を乾いた布でよくがいて、水抜き（な P .33) を行っ 
たのち、自然帛ミ燥させてください。 



石けん•洗剤 
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■レジ f — 

• プー J レの水竹海水に浸けたり、落下させたりし 
ないでください。また、水中で使用しないでく 
ださし、。 

• プールの水竹海水がかかつた場合は所定のちま 
(な P .27) で洗ってください。 


■キ ツチシ 

• 常温の真水竹水道水拟外の液体をかけたり、浸けた0しないでください。 
• お';易や;を水をかけたり、浸けた0しないでください。 



ミ毎水•プール 
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r ご使用にあたっての重要事項 _ ] 

• ご使用前に、外部接続端子カバーをしっかりと閉じ、リアカバーを確実に 
取り付けている状態にしてくださし^。微細なゴミ（微細な繊維、髪の毛、 
砂など）がわずかでち挟まると晨水の原因となりまず。外部接続端子力 
パーを閉じるとき杆リアカバーをおり付けるときは、カバー周辺（特に 
パッキン）にゴ S 竹巧れが付着していないことを確認してください。 

• 外部接続端子カバー、リアカバーが浮いていないよラにしっかりと閉じて 
いることを確認してください。確実に閉じていないと浸水の恐れがあり 
まず。 

• 防水/防塵性能を維持ずるため、異甫の有無に関わらず、2年に1回、部 
品の交換をおずずめしまず。部品の交換は端末をお預かりして有料にて 
承りまず。ドコモ指をの故障取扳窓口にお持ちください。 

外部接続端子カゾ I — を開ける 


1 くぼみに指先をかけて〇の方向に引っ張り出したあと、0の方向ぺ持ち 
上げる 



くぼみ 

か部}妄続端子カノ I — を閒じる 

1 端末と平行に揃えて外部接続端子カバーの根元部巧をしっかり押さ无な 
がち押し込む 



2 外部接続端子カバー全体に浮まがないことを確認ずる 
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リアカ八一を巧 0 外ず 


1 端末の r = j 部分を利用して失巧の方向に持ち上げてリアカバーを取 
0外ず 

• リアカバーは防水性能を維持ずるため、しっかりと閉じる構造になっ 
ておりまず。無理に開けよラとすると爪り指などを傷つける場合が 
あ0まずので、ご注意ください。 



リアカパーを取0付ける 

1 U アカバーの向まを巧認して端末に合わせるよラに装着したあと、リア 
力八一の外周部分をしつかりと巧して取り付ける 

• 端末とリアカバーの間に浮きがないことを確認してください。 
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E ま意事項 


■端末に ついて 

• 洗濯磯や超音波洗浄機などで洗わないでください。 

• 濡れている状態で絶》すに充電しないでください。 

• 水滴が付着したまま放置しないでください。 

-外部接続端子护イでホンマイク端子がショートずる恐れがありまず。 

-ボタンなどの隙間から水分が入0込む場をがありまず。また、寒冷地で 
は、端末に水滴が付着していると、凍結し故障の原因となりまず。 

水で濡れた場合は、リアカノく一を取り付けに状態で外部接続端子カノく一を 
閉じたまま水巧き（な P .33) を行い、端末から出た水分を乾いたきれいな 
巧で直ちにがき取ってください。 

• 落としたり、衝撃を与えたりしないでください。破損により防水/防塵性 
能の莫化を招くことがあ0まず。 

• お湯に浸けたり、サウナで使用したり、ドライで一などの温風を当てたり 
しないでください。 

• 本端末は水に浮きません。 

• 規定政上の強い水流に当てたり、水中にミ尤めたりしないでください。 

• 砂ミ兵などの上に直接置かないでください。 

-送話口、受話口/スピーカーの巧などに水滴や砂などが入り、音が小さ 
<なった0音が割れた0ずる恐れがありまず。 

-ボタンなどの隙間に砂などがわずかでち挟まると、操作性を損なラ恐れ 
があ D まず。 

-外部接続端子カバー、リアカバーに妙などがわずかでち挟まると浸水の 
原因とな0まず。 

砂などが付着した場合はボタン操作をせず、所をのち法（な P .27) で洗つ 
てください。 
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■外部 巧続端子カパー- U アカバーについて 

• 手袋などをしたまま開閉しないでください。パッキンの接着面に微 I 細な 
ゴ S が付着ずる場合があ0まず。 

• 乾いたきれいな巧で水分をがき取る際は、パッキンに繊維が付着しないよ 

三',_一注ちぐださ I 、 

• パッキンをはがさないでください。また、外部接続端子カバーの隙間に先 
の尖ったちのを差し込まないでください。パッキンが傷つき、浸水の原因 
となりまず。 

• 外部接続端子カバーのパッキンが傷ついたり、変おしたりした場合は、ド 
コモ指定の故障取扳窓□にてお取り替えください。 

• リアカバーが破損した場合は、リアカバーを交換してください。破損箇所 
から内部に水などの液体が入り、感電杆電池の腐食などの故障の原因とな 
0まず。 

• 外部接続端子カバーまたはリアカバーが開いている状態で水などの液体 
びかかった場合、内部に液体が入り、感電や故障の原因とな0まず。その 
まま使用せずに電源を切0、電池パックを外した状態でドコモ指定の故障 
耳又扱窓口へご連絡ください。 

■送話 □、受話 □/ スピーカーについて 

• 送話口、受話口/スピーカーの巧を尖ったものでつつかないでください。 

• 水滴を残さないでください。通話不良となる恐れがありまず。 

■その他 

• 付属品、オプション品は防水/防塵' I ’生能を有しておりません。付属のワイ 
レスチトージトーに本端末を置いた状態でワンセグ視聴などをずる場 
合、専用 AC アタプタを接続しない状態でも、風呂場、シトワー室、キッ 
チン、洗面巧などの水周りでは使用しないでください。 

• 実際の使用にあたって、ずべての状況での動作を保証ずるちのではありま 
せん。また、調査の結果、お客様のおり扳いの不備による故障と判明した 
場合、保証の巧象外となりまず。 
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[水に濡れたときの水巧きについて 


• 端末に水滴が付着したままご使用になると、スピーカーなどの音量が小さ 
くなったり、音質が変化ずる場合があ0まず。 

• ボタンなどの隙間から水分が入0込んでいる場合がありまず。 

下記の手順で端末の水分をおり除いてください。 

1 端ホ表面の水分を乾いたきれいな巧でよく拭き取る 



2 端ホを巧実に持って、各面をかなくとち20回程度、水滴が巧ばなくなる 
までしつか0振る 



<受話 □/ スピーカーの <送話□の水巧を> <イヤホンマイク端子の 
水抜を> 水おさ> 
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3 乾いたきれいな巧に端末を軽く巧し当て、を話口、受話 □/ スピーカー、 
ボタシ、イサホシマイク端子などの隙間に入った水分を拭き取る 

• 隙間に溜まった水分を綿棒などで直接}式き巧らないでください。 




4 十分に水分を取り除いてからご‘使用ください 

• 上記の手順を行ってち、端末に水分が残っている場含がありまずの 
で、しばらく自然乾燥させてからご使用ください。また、水が染み出 
ることがありまずので濡れては困るちのをそばに置かないよラにご 
ミ主意ください。 


充電のとまには 


付属品、オプション品は防か/防塵性能を有してお0ません。充電時、およ 
び充電後には次の点を確認してください。 

• 端末が濡れた状態では絶対に充電しないでください。端末が濡れにとき 
はよく水抜きをして乾いたきれいな巧でがき取ってから充電してくださ 
し、。 

• 外部接続端子カバーを開けて充電した場含には、充電後はしっかりと外部 
接続端子カノく一を閉じてください。外部接続端子からの水竹粉塵の侵入 
を防ぐため、付属のワイトレスチトージトーを使用して充電ずることをお 
ずずめしまず。 

• 濡れた手で AC アタプタ、ワイトレスチトージトーに触れないでください。 

• AC アダプタ、ワイでレスチトージ V - は、風呂場、シトワー室、キツチ 
ン、洗面巧などの水周りで使用しないでください。 
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ご使用前の確認 


各部の名妳と機能 



〇イでホンマイク端子 
包外部接続端子 

0 着信/充電ランプ：電話た sp モードメールの着 
信時などに点減しまず。充電中に点灯します。 
〇ディスプレイ（タッチパネル） 

0 インカメラ 

包 光たンヴ ー ：周囲の明るさを検知して、画面 
の明るさを自動調節します 。’XI 
近接 t ンサー：通話中にタッチパネルの誤動 
作を防ぐためのたンヴーです。 

0受話口/スピーカー 
包 ワン t ヴアンテナ 
〇フラッシュ 
⑩リァヵバー 

の 回電源ボタン： 電源を ON / OFF しまず 
(な P .45)。 

©因/因音量ボタン 
⑩固シトッタ—ボタン 
の FOMA アンテナ^ 2 

0 Wi - Fi / Bluetooth/GPS アンテナ ^2 

©赤外線ポート 
の アウトカメラ 

⑩ 忌}マーク：に力ードを搭載しています。 1 C 
カードは取り外しできません。 

⑩ q ‘> マーク：ワイレスチトージ V - を使用し 
て充電ずるときに、このマークを下にしてワ 
イサレスチトージトーに置きまず。 

⑩ストラップ取り付け巧 
巧 送話口（マイク） 

^1センサーが誤動作ずるためセンサー部分を 
手で覆ったり、保護シートやシールなどを 
貼ったりしないでください。 

アンテナは、本体に内蔵されていまず。アン 
テナ付近を手で覆ラと品質に影響を及ぼず 
場合がありまず。 
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ドコモ miniUIM 力ード 


ドコモ miniUIM カードは、おぎ様の電話香号などの情巧が記録されている 1C 
力ードでず。ドコモ miniUIM カードが取 D 巧けられていないと、本端未で電 
話の発着信やメールの送受信、データ通信などの通信び利用できません。 

•本端末では、ドコモ miniUIM 力ードのみご利巧できまず。ドコモ UIM 力一 
ド、 FOMA カードをお持ちの場をには、ドコモショップ窓口にてお取り替 
えください。 

• ド〕モ miniUIM 力ードについて詳しくは、ドコモ miniUIM 力ードの取扱説 
明書をご覧ください。 


ドコモ min 山 IM カードの巧0付け/巧0外し _| 

• ドコモ miniUIM 力ードの巧り付け/取り外しは、端末の電源を切り、電池 
パックを取り外してから行ってください。 

• ドコモ miniUIM 力ードを巧り扳ラときは、 1 C 部分に触れたり、傷つけない 
よラにご注意ください。また、ドコモ miniUIM 力ードを無理に取り付けた 
り取り外そラとすると、ドコモ miniUIM 力ードが壊れることがありまずの 
でごミ主意ください。 


ドコモ miniUIM カードを巧0巧ける 


1 ツメのき P 巧を引いて、止まるまでゆつく0トレイを引き出ず 


• トレイは外れませんので、停止位置を魅えて引き出さないでくださ 
し、。トレイやツメが破損ずる場をがありまず。 
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2 金色の IC 面を下にしてドコモ miniUIM 力ードをトレイに挿入ずる 

• ド]モ miniUIM 力ードの切り欠き部分がトレイのち隅にくるよラに 
合わせてください。 



3 ドコモ miniUIM 力ードを奧に巧し込む 

• 固定されるまで確実に押し化んでくださし、。 



ドコモ min 山 IMA — ドを巧0外ず 


1 P.36 「ドコモ miniUIM 力ードを巧〇付ける J の手順1に従ってトレイを 
引き出し、ドコモ miniUIM 力ードを取0出ず 

• ドコモ miniUIM 力ードが半分程度見える位置までトレイを引き出し 
たあと、ドコモ miniUIM 力ードをスライドさせて引き抜いてくださ 
い。 
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microSD 力ード 


•本 端末は、 2 GB までの microSD 力ード、 32 GB までの microSDHC 力ード、 
64 GB までの microSDXC 力ードに対応していまず （2012 年10月現在）。 
microSD 力ードの製造メーカー竹容量など、最新の動作確認情報について 
は下記のサイトをご覧ください。掲載されている microSD カードが外に 
ついては、各 microSD 力ードの製造メーカーへお問い合わせください。 
http :// panasonic . jp / mobile / 

なお、掲載されている情報は動作確認の結果であり、ずべての動作を保証 
ずるちのではありませんので、あらかじめご了承ください。 

■ microSDXC 力ードご利用時のを意 

• microSDXC 力ードは、 SDXC 巧応機器でのみご利用いただけまず 。 SDXC 
非対応の機器に microSDXC 力ードを差し込むと、 microSDXC 力ードに保 
存されているデータが破損等することがあるため、差し込まないでくださ 
し、。データが破損した microSDXC 力ードを再度利用ずるためには 、 SDXC 
対応機器にて microSDXC カードの初期化（データはずべて削除されまず） 
をずる必要がありまず。 

• SDXC 非巧応機器とのデータコピーについては、 microSDHC ちしくは 
microSD 力ード等コピー先（元）機器の規格に準拠した力ードをご利用く 
ださい。 


microSD カードの巧0巧け/巧0外し 


• microSD 力ードの取り付け/取り外しは、端末の電源を切り、電池パック 
を取り外してから行ってください（な P .39)。 


microSD 力ードを巧り付ける 


1 金属端子面を下にして、イラストの向きで mi び oSD 力ード挿入□に□ツ 
クずるまで差し込む 

• 「カチツ」と音がずるまで確実に差し込んでください。 
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microSD カードを巧 0 外ず 


• microSD 力ードを取り外ずとき、 microSD カードが端末から巧び出ず場 
合がありまずのでごミ主意ください。 

1 microSD 力ードを軽く巧し込む 

microSD カードが少し出まず。 



2 microSD 力ードをまつずぐ引き出す 


電池パック 


r 電池パックの取り巧け/取り外し _ ] 

• 電池パックの巧り付け/取り外しは、端末の電源を切り、リアカバーを取 
り外してから巧ってください（な P .30)。 

電池パックを取0付ける 

1 矢印面を上にして、電池パックと端末のツメを確実に合わせ、〇の方向 
に巧し巧けながら、©の方向に押し込む 
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電池ノ f ツクを巧 0 外ず 


1 電池パックの实起を利用して、矢巧の方向に持ち上げる 



巧電 


■充電 時の ごミ 主意 

• AC アダプタ03 (別売）のプラグお状は AC 100 V 用（国闲仕様）でず。海 
外で利用ずる場合は、渡航先に適合した変換プラヴアグプタが必要でず。 
なお、海外旅行用の変圧器を使用しての充電は行わないでください。ま 
た、ワイ"\^レスチトージトーは海外で使用しないでください。 

• 電池切れの状態で充電を開始した場合、電源を入れてちずぐに起動しない 
ことがありまず。その場合は、端末の電源を切ったまま充電し、しばらく 
してから電源を入れてください。 

• 充電したまま端末を長時間おくと、充電を繰り返ずことがありまず。ま 
に、充電が終わったあと端末は電池パックから電源が供給されるようにな 
るため、実際に使ラと短い時間しか使えず、ずぐに電池切れの警告が表示 
されてしまラことがありまず。このよラなときは、再度正しい方法で充電 
を開始してください。再充電の際は、端末を一度 AC アダプタ、 DC アダプ 
夕、つイトレスチトージトーから外して再度たットし直してください。 

■電池 ノ K ックの寿命について 

• 電池パックは消耗品でず。充電を繰り返ずごとに、1回で使える時間が次 
第に短くなっていきまず。 

• 1回で使える時間がお買い上げ時に比べて半分程度になったら、電池パッ 
クの寿命が近づいていまずので、早めに交換ずることをおずずめしまず。 
また、電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池パックが 
膨れる場合がありまずが、問題ありません。 

錫 

Li-ion 00 
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r ワイサレスチ v — ジ v — poi を使って充電ずる _ I 

呼マークがおるドコモ提巧の巧応機おをワイサレスチ"\^—ジ"\^— P01 でな 
電でままず。夺7-クがある製品は、ワイサレスパワーコシ y— シアム 
(WPC) による巧巧点充電規格に適合していまず。 

• 対応機器の取扱説明書をあわせてお読みください。 

• 市販の斗マークがある製品で端末を充電ずると、充電中に着信しない場を 
がありまず。 



• 充電アシストボタンは、ル型の対応機器（出力がルさく （1 W 程度)、ワイ 
レスチトージトーの充電エリアの中央部に置いてち充電を開た台しない 
機器）の充電が開始しない場合に使用ずるボタンでず。 



ご使用前の確認 41 
















1 專用 AC アダプタのコネクタをワイヤレスチ 1^- ジ 1^- に差し込む 


• ワイ 1"^ レスチトージ V - P 01 に付属の専用 AC アダプタが外は使巧し 
ないで < ださし、。 

2 専用 AC アダプタの電源プラグを家庭用などの AC100V のコシセシトに 
差し込む 

3 マークを下にして、端末をワイサレスチ"\^—ジ"\^—に置き、チ"1^—ジ 

イシフオメーシヨシが’点灯ずることを確認ずる 

チト—ジインフブメ—シヨンが順に点減し、端末 （ q ‘> マー ク）を認識し 
た位置で点灯しまず。 

• 端末がワイレスチトージトーからはみ出さないよラに置いてくだ 
さい。また、端末の側面が充電エリアからはみ出さないよラに置いて 
くださし、。 

• 電池パックのみを置いて充電ずることはできません。 

4 充電が完了した5、端末をワイヤレスチ 1^— ジ 1^— かち取り外ず 


お知らせ 


• 安定した水平な場所にワイでレスチ V — ジ V — を置いて充電してくださ 
い。 

• 長時間充電しない場合は、尊用 AC アタプタをコシわントから抜いてくだ 
さい。 

• 電源プラグをコンたントに差し込んだときや、ワイでレスチトージトー 
に端末を置いたり巧り外したりしたときに、ワイトレスチ^ージ一力、 
ら音がずる場含がありまずが、異苗ではあ0ません。 

• 端末を充電ずるときは、バイブレーシヨンを動作させないでください。 
振動によ05請末が動き、充電が完了できなかった0、落下した0ずる恐 
れがありまず。 

• 一度に複数の端末を充電ずることはできません。 

• テレビ传ラジスなどに雑音が入る場合があるので、なるべく離れた場所 
でワイトレスチ t "— ジ V — をご'使巧ください。 

• ワイでレスチトージトーで端末を充電ずる際に他の对応機器竹電子機器 
を近づけると、充電できない場合があるので、 30 cm 政上離してくださ 
し、。 

• 充電ずる場合は、対応機器に装着しているカバーなどは取り外してくだ 
さし、。 

• ワイでレスチトージトーで端末を充電中、通話品質やワンたグなどの受 
信状態が悪くなったり、カメラの撮影画面や撮影した画像にノイズが生 
じたりずることがありまず。 
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■充電 中-充電完了時の表示について 



チージイシフオメーシヨシ 

着信/充電 
ラシプ 

電池アイコシ 

充電中 

端末 （ qi マーク）の認識位置で点灯 

赤色で点な 

D 〜〇 

充電完了 

消灯 

消灯 

圓 


• チかージインフォメーションが早く点滅（約 0.2 秒間隔）したときは、充 
電異常または故障の可能性があ0まず。ワイでレスチトージトーと端末 
の間に異物がないか確認して、端末を充電エリアに置き直したり電源プラ 
グをコンセントに差し込み直しにりしてください。 

• 端末の温度が高ずぎる、または低ずぎる場合は、チトージインフォメー 
ションがゆっくり点滅（約1秒間隔）し、充電完了前でち自動的に充電を 
イ亭止しまず。充電巧能な温度になると、自動的に充電を再開しまず。 

• 端末の電源を切っているときは、電池アイコンは表示されません。 

電池が切れに状態で充電を開な台ずると、着信/充電ランプがずぐに点灯し 
ない場合がありまずが、充電自体は開始されていまず。ちし、充電開始後 
に着信/充電ランプが長時間点灯しない場合は、端末から電池パックを一 
度外し、再度取り付けてから充電をやり直してくださし V 再び同じ動作を 
ずる場合はワイトレスチトージトー种電池パックの異常种故障が考えら 
れまずので、ドコモショップなど窓口までご相談ください。 


ご使用前の確認 43 








AC アダプタ 03 を使って充電ずる 


AC アダプタ03 (別売）は、家庭用などのコシセシト （100V 〜 240V) から 
充電ずるための電源を供給ずるアダプタです。 

• AC アタ'プタ03は、 AC アタ'プタ03本体と microUSB 接続ケーブルで構成 
されていまず。 

• 詳しくは AC アダプタ03の取扱説明書をご覧ください。 



1 microUSB あ続ケーブルの microUSB プラグを、 USB マーク{み）を 
上にして外部接続端子に水平に差し込む 

• 外部接続端子カバーの開けかたについてはな P .29 

2 microUSB 巧続ケーブルの USB プラグを、 USB マークを手前にして AC 
アダプタ本巧の USB コネクタに水平に差し込む 

3 AC アダプタ本体の電源プラグを起こし、家庭用などの AC100V のコシセ 
シトへ差し込む 

4 充電が完了した5、 AC アダプタ本体の電源プラグをコシセシトから巧く 
5 microUSB 巧続ケーブルを AC アダプタ本化と端末から水平に巧く 
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roc アダプタ 03 を使って充電ずる _ ] 

DC アダプタ03 (別売）は、自動車のシガーライターソケット (12V/24V) 
から巧電ずるための電源を供給ずるアダプタでず。 

• 詳しくは DC アダプタ03の取扱説明書をご真ください。 


。。ソコシを使って充電ずる _ ] 

本端モとパソコシを mi び oUSB 接続ケーブル（別売）で巧続ずると、本端末 
をパソコシから充電ずることがでままず。 


電源を入れる/切る 


1 回を2巧が上巧ず 

しばらくずると、□ック画面が表示されまず。 

■電源を切る 

端末の電源を切るには、ホー厶画面で固を1秒しソ上押してメニューを表示し、 
[電源を切る] ►[0 K ] をタップしまず。 

• 回を10秒が上押ずと、強制的に電源が切れまず。 

• 電源を切る際に時間がかかる場合があ0まずが、そのまましばらくお待ち 
<ださい。 

■ メ ニュー 

H (サイレント）または圍（パイブレーシヨン）をタップずると、着信音、 
操作音、各種通知音を消ずマナーモードを設定できまず。 

また、[機内モード]をタップずると、ワイでレス通信機能を無効にずる機内 
モードに設定できまず。 

• マナーモードに設定中でも、音楽や動画、アラーム、カメラのシトッター 
音などは消音されません。 


["ディスプレイの表示が消无たち _I 

本端末を一定時間操作しなかったときは、宜動的にディスプレイの表示が消 
无てスリープモードにな0まず。 

1 回を巧ず 

スリープモードが解除され、□ック画面が表示されまず。 

• 手動でスリープモードにずる場合は、ディスプレイ表示中に固を押し 
まず。 
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ロック画面を解除ずる 


〇をタップ 

• [画面の□ック]を設定している場合は、設 
定した解除ちまを行いまず。 

• [画面の□ック]を[タッチ]に設定している 
場含は、通知パネルを開くことができまず。 
• ©をタップずるか图を1秒总上押ずとカメ 



□ック画面 


ラを起動できまず。 


基本操作 


切ッチパネルの操作 _ ] 

本端末のデイスプレイはタッチ/たルになつてお0、指で直接細れて操作し 
ます。 

• お買い上げ時にタッチパネルに貼られているシートをはがしてからお使 
いください。 

• タッチパネ J レは指で軽く触れるよラに設計されていまず。指で強く押し 
たり、巧の尖ったちの （ m / Ttt — j レペン/ピンなど）を押し付けた0しな 
いで <ださし、。 

• 政下の場合はタッチパネルに触れても動作しないことがありまず。また、 
誤動作の原因となりまずのでご注意ください。 

-手袋をしたままでの操作 
- m の先での操作 

-異物を操作面に乗せたままでの操作 
-保護シート柯シールなどを目占っての操作 
-タッチパネルが濡れたままでの操作 
-指が汗や水などで濡れた状態での操作 


■タップず る 


画面の項目杆アイコンをトンとたたいて選巧しまず。 

■ダブル タップずる 

ウェブページを拡大したいときにずば竹く2回続けてタップしまず。再度ダ 
ブ'ルタップずると綱かします。 

■□シク タッチずる 

画面の項目竹アイコンを指で押さえたままにしまず。ポップアップメニュー 
などを表示ずる場合に使いまず。 
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■フリック ずる 


複数のページやデータがあるときに画面を左ちにずば 
やくはらラよラに触れると、前後の画面に切り替わりま 
ず。 



■ ドラツグずる 


画面の項目やアイコンを指で押さえながら移動しまず。 



■スク □—ルずる 

画面を上下左ちち向にフ1」ック/ドラッグして、隠れている部分を表示しまず。 

■ ピシチずる（広げる*狭める） 

ウェブページや静止画などの表示中に、画面を2本の指广 ■***■*" 、 
で広げる（ピンチアウト）と拡大し、つまむ（ピンチイ\ \\) 

ン）と綿小しまず。 \ \/<^ 一一一"-~ 


r 縦/横画面表示を切0替无る _ ] 

端ホの向きや動きを検知ずるモーシヨシセシサーによって、端末を縱または 
横に持ち替えて、画面表示を切り替充ることができまず。 


お知らせ 


• 端末を垂直に近い状態で操作してください。水平に寝かせると向きや動き 
の変化を正しく検知できず、画面表示が切り替わらない場合があ D ます。 

• 表示中の画面によっては、端末の向きを変えてち画面表示が切り替わら 
ない場合がありまず。 


[スクリーシシヨツトを撮該ずる 


表示やの画面を撮影し、撮影したスクリーシシヨットを保巧しまず。 

1 回と田を同時に1秒が上巧ず 

シトッター音が鳴り、スクリーンシヨットを撮影しまず。 

ステータスバーに通知アイコンが表示され、撮影したスクリーンシヨッ 
卜が microSD 力ードに保存されまず。 

• 通知パネルを閒いて通知をタップずると、撮影したスクリーンシヨッ 
卜を表示できまず。 
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お知らせ 


• 著作権で保護されたコンテンツの再生中にスクリーンシヨットを撮影ず 
ると、コンテンツの画像部分が撮影できない場合がありまず。 


ホー厶画面 


ホーム面面はアプリケーシヨシを使用ずるためのスタート画面で、■をタツ 
プずると表示されまず。 

ホームアプりには、 docomo Palette UI. フイツトホームの2種類がお0ま 
ず。ここでは docomo Palette UI の操作を説明しまず。 



r ひつじのしつじくん®」 
© NTT DOCOMO 


〇インジケーター 

ホー厶画面の現在位置が表示されまず。最大;12シート（パーソナ J レエリ 
ア含む）まで表示され、画面を左ちにフリックして切0替えられまず。 
[パーソナ J レエリア]シートでは契約内容などを確認できまず。 

包クイック検索ボックス 

端末内のアプリ听ウェブページを検索できまず。 

0マチキトラ 

メール受信や着信などの情報をおしらせしまず。 

〇シヨートカット、ウイジェット、フォ J レジ、グ J レープを自由に配置でき 
まず。 

0 ずべてのシートに表示され、アプリケーシヨンー覧画面を表示しまず。 

包ドック 

ずべてのシートに表示され、シヨートカット、フォ J レダ、グループを配 
置できまず。 

• 背景部分を□ングタッチ ►[ホー ム画面一覧] ►[+] をタップずると、ホー 
ム画面を追加できまず。追加したホーム画面を削除ずるには、 [X] をタッ 
プずるか、ホーム画面のサムネイルを□ングタッチして[削除]をタップし 
まず。 
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お知らせ 


• ホームアプリを別の種類に切り替えた場合、ホーム画面のレイアウトな 
どによっては、画面上のウイジ エツ トなどが正しく表示されない場をが 
あ0まず。 

■ New ! アイコシについて 

新規に購入（ダウン□-ド）したアプリケーシヨンには、ホーム画面种アプ 
リケーシヨンー覧画面で因 （ New ! アイコン）が表示されまず。 

[ホーム画面にシヨ ー S カツ S などを追加ずる I 


1 ホーム画面 ►背景 部分を□シグタッチ 

2 [ショートカット]/[ウイジ X ットンロオルダ]/[グループ] 

• [きせかえ]/[壁紙]をタップずると、ホーム画面のデヴィン件壁紙を 
変更できまず。 

3 追加したいショートカットなどを選が 

• ショー トカットたウイジ エッ トなどを□ングタッチずると、そのまま 
ドラツグして移動したり、■にドラツグして削除したりできまず。 

I 操巧ァィコシ I 

面面の下部には操作アイコシが表示されまず。 



〇直前の画面に戻りまず。 

©ホーム画面に戻りまず（な P .48)。 

包最近使用しにアプリケーションのリストを表示しまず。 

アプリケーションを起動ずるにはサムネイ J レをタップします。リストから 
アプリケーションを削除ずるにはサムネイ J レを左ちにフリックしまず。 

• 使用中のアプリケーションによ0、操作アイコンをしばらく使用しないで 
し、ると操作アイコンが小さい点に変わったり消えたりずることがありま 
ず。表示を元に戻ずには操作アイコンの表示位置をタップしまず。 


r 通がアイコシ/ステータスアイコシ _ I 

ステータス八‘一には端末の巧態を示ずアイコシが表示されまず。 

ステータスパーの左側には通巧アイコシ、ち側にはステータスアイコシが表 
示されます。_ 

ステータスバ - 
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■主な 通知アイコシ 


アイコシ 

説明 

参照先 


新着 Gmail 

P.69 

因 

新着 E メール 

P.68 

曰 

新着 sp モードメール 

P.68 

因 

新着メッセージに MS) 

P.68 

の 

メッたージに MS) の送信失敗 

P.68 

B 

留守香メッたージ 

- 

Italkl 

新着インスタントメッセージ 

- 

田 

カレンタ'一の予定 

- 

■ 

楽曲再生中 

- 

因 

Wi-Fi の才ープンネットワークが利用可能 

P.64 

■ 

Bluetooth 通信でフアイル着信 

- 

口 

VPN 接続中 

- 

1 

USB 接続中 

P.4 日 

出 

USB テザリング利用中 

P.65 

n 

Wi-R テヴリング利用中/ Wi-Fi Direc 巧り巧中 

P.65 

巧 

USB テザリングと Wi-Fi テザリング利用中 

P.65 

■ 

GPS 測位中 

- 

因 

エラーメッたージ 

- 

□ 

本体の空き容量低下/空さ容量なし 

- 

■ 

通話中 

P.66 

圍 

不在着信 

- 

■ 

通話保留中 

P.67 

• 

データのアップ□ード 

- 

U 

データのダウン□ード 

- 

巧 

円 ay ストアなどからのアプリケーションがインス 

1ル完了 

P.54 

H 

円 ay ストアのアプリケーションがアップデート可能 

P.54 

因 

非表示の通知あり 

P.52 

曰 

microSD カードのマウント解除 

- 

H 

スクリーンショットの保存 

P.47 

因 

ワンたグ通知 

- 

因 

データ放送のたキユリティ保護ページに i き続中 

- 
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アイコシ 

説明 

参照先 

H 

おまかせ□ック設定中 

- 

■ 

eco モード中 

- 

囚 

Psmart の更新通知あり 

- 

固 

外から DIGA 接続の接続中 

- 

m 

外から DIGA 接続の切断時 

- 

凸 

温度異常 

P .75 

n 

充電異常 

P .75 


■ 主なステータスアイコシ 


アイコシ 

説明 

参照先 

m 

電波状態 

- 

疆 

□-ミンク中 

- 

■ 

圏外 

- 

国 

3G (パケット）使用可能 

- 

— 

3G (ノシ大ット）通信中 

- 

■ 

機内モード 

P.45 


Wi-F 腊続中 

P.64 

■ (グレー) 

Bluetooth 機能 ON 

- 

i (青を） 

Bluetooth 機器接続中 

- 

旧 

おサイフケータイ□ック設定中 

- 

回 

ドコモ miniUIM 力ード未挿入 

P.36 

田 

時計のアラーム設を中 

- 

匯 

スピーカー通話中 

P.67 

U 

マイクミュート 

P.67 

■ 

マナーモード（サイレント） 

P. 斗 5 

■ 

マナーモード（バイブレーション） 

P.45 

■ 

要充電 

P. 斗 0 

■ 

電池残量が少ない 

P.40 

■ 

電池残量十分 

P. 斗 3 


充電中 

P.43 
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通知八ネルを開く 


通知アイコシが表示されたら、通知パネルを開いてイツセージや予定などの 
通知を巧認でまます。通知八ネルから設定乂ニューを表示した0、各種設定 
をををした0ずることちできまず。 



〇設定メニユーを表示しまず（な P .72)。 

包エコナビを起動しまず。 

0 各種設定を変更しまず。 

[ eco モード]: eco モードの状態を切り替えまず。 

[ビユーブラインド]:ビユーブラインドの ON / OFF を切り替えまず。 
[マナー]:マナーモードを設定/解除しまず（な P .45)。 

[巧るさ]:画面の明るさを変更しまず。 

[ Wi - Fi ] : Wi - Fi の ON / OFF を切り替えまず（な P .64)。 

[ Bluetooth ] : Bluetooth 機能の ON / OFF を切り替えまず。 

[ GPS ] : GPS 機能の ON / OFF を切り替えまず。 

[自動同期]:自動同期の ON / OFF を切り替えまず。 

[自動回転]:画面の自動回転の ON / OFF を切り替えまず。 

〇タップずると、詳細を確認したり必要な設定を行ったりずることができ 
まず。 

• [X] をタップずると、通知パネ J レ内の表示が消ちされまず。ただし、通知 
内容によっては消去できない場合があ0まず。 

• 通知パネル下のパ'-を上にドラツグずるか、 I をタップずると通知パネ 
ルを閉 G まず。 
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アプリケーシヨシ画面 


r アプリケーシヨシー買画面を表示ずる 

アプリケーシヨシー覧画面では、イシス I ルされているアプリケーシヨシ 
がグ J レープ別に表示されまず。 


1 ホーム面面 



〇グレープ名とアプリケーション数が表示されまず。グループをタップ 
して、アプリケーションアイコンの表示/非表示を切り替えられまず。 

0各グループのアプリケーションー覧を表示しまず。 

• アプリケーションを□ングタッチずると、[ホームへ追力日]をタップして 
ショートカットをホーム画面に追加したり、[アンインストール]をタップ 
してアンインストールしたりできまず。また、□ングタッチしたままド 
ラッグして移動することちできまず。 

• 且 ►[グルー プ追カロ]をタップずると、グループを追加できまず。グルー 
プを編集/削除ずるには、ヴ V レープを□ングタッチしまず。 
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Play ストア 


Play ストアで便利なアプ U ケーシヨシや楽しいグームを検索して、本端ホに 

イシス I ルずることがでままず。 

• あらかじめ Google アカウント（な P .59) を設定してください。 

1 ホーム画面 ►©►[Play ストア] 

• 初回起動時は利用規約を読み、[同意ずる]をタップしまず。 

2 アプ U ケーショシを検索してイシス!ル 

• 多くの機能まには大量のデータにアクたスずるアプリケーションを 
インストールずるときは、特にご注意ください。アプリケーションを 
インス!ルずると、アプリケーションの使用に関ずる責任を負ラこ 
とになります。 

• 有料アプリケーションのミ払いには Google ウォレットを利用でき 
まず。アプリケーションのタウン□-ド後、規定の時間拟内であれ 
ば、返品して全額化い戻しを受けることができまず（各アプリケー 
ションにつき1回のみ)。アプリケーション購入時の支払いちま作返 
金要求の規定などについて詳しくは 、 Google Play の画面で■►[へ 
ルプ] ►[ Android アプリ] ►[アプリ ケーションの購入]をご覧くださ 
し、。 

• Google Play の画面で白 ►[マイア プリ]をタップずると、インス! 

ル済みのアプリケーションが表示されまず。アプリケーションを 
タップして、起動したりアンインストールしたりできまず。 


お知らせ 


• アプリケーションのインストールは安全であることを確認の上、自己責 
任において実施してください。ウイ J レスへの感染竹データの破壊などが 
起さる場含があ0まず。また、音量が変わる場合がありまずのでご注意 
ください。 

• 万が一、お客様がインストールしたアプリケーションなどにより動作不 
良が生じた場含、当社では一切の責任を負いかねまずのであらかじめご 
了承ください。この場合、保証期間内であってち有料修理となりまず。 

• お客様がインス!ルしたアプリケーションなどにより、お客様ご自身 
または第兰者への不利益が生じた場含、当社では一切の責任を負しぶ、ね 
まずのであらかじめご了承ください。 

• アプリケーションによってはインターネットに接続し、自動で通信を行 
ラちのがありまず。パケット通信料金が高額になる場合がありまずので 
ご注意ください。 

• Play ストアからのアプリケーションの購入および返金などについては、 
当社では一切対応できかねまずのであらかじめご了承ください。 
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1 文字入力欄をタップ 

テンキーパツドが表示されます。 


• テンキーパッドで文字を入力ずるには、目的の文字が表示されるまで文字 
入カキーを続けてタップずるちま护、文字入カキーをタッチしたまま、目 
的ので字のち向にフ U ックずるちまがあ0まず。 

• 文字を入力ずると、予測変換候補が表示されまず。 

• に J をタップずると、力ーソルの左侧にある文字を削除しまず。 

• をタップずるたびに英字/数字/かな入力を切り替えまず。また、 □ 
ングタッチ ►[入カ モード切替]をタップして、全角/半角を切り替えた 
D 、 音声入力を利用した0で苦まず。 

• 0をタップずると、絵夕字 D / 絵文字/記号/顔文字を入力できまず。 

で字入力欄によって入力できるで字種が異な0まず。 

• キーパッドを閉じるには I をタップしまず。 

■ QWERTY キーパッドで义字を入力ずる 

キーパッドの1。を□ングタッチして、[テンキーけスレキー]をタップずると 
QWERTY キーパッドに切り替えまず。 


gwertyulop 

a S d f 巨 h J 

k 1 • 

貪 z X c V b 

n m « 

*>' お ' —。 

。〇 


文字入力 


r フイツトキーで入力する 


油凶封必 



お 

か 

さ 

た 

な 

は 

ま 

や ‘' 

ら 

ル/大 

れ 

、。？| 
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手書まで文字を入力ずる 


1 文字入力欄をタップ ►通知 パネルを開く 

• ステータスバーに U が表示されている状態で通知パネルを開いて 
ください。 


2 [入力方法の選が] ►[クイック 手書き] 

• ホーム画面 ►◎►[設定] ►[言語と 入力] ►[デフ オルト]をタップし 
てち、入力方法を切り替えることができまず。 


3 文字入力枠に手書きで入力 



• 文字入力枠をピンチアウト/ピンチインずると、枠を1マス/2マス/6マ 
スに切り替えまず。 


ック/セキュリティ 


• 各種暗証香号や□ック機能の詳細については、「取扱説明書」アプリ （e 卜 
リセツ）をご覧ください。 


PIN コードを設定ずる 


電源を入れたときに PIN コードを入力ずるよラに設定しまず。 

1 ホーム画面 ►©►[ 設定] ►[セキ ユリテイ] ►[SIM 力ード□ツク設定] 


2 [SIM 力ードを□ツク] ►PIN コードを入力 ►[OK] 


[SIMA— ドを□ック]にチェックが付きまず。 

• [SIM PIN の変更]から PIN コードを変更できまず。 

• PIN コードの入力を3回連続して間違えると、 PIN コードが□ックされ 
て使えなくなりまず。この場合は、 「PIN □ツク解除コード」で□ツ 
クを解除してください。 


56 ご使用前の確認 











■ PIN □ツク解除コード （PUK) 


PIN □ツク解除コードは、 NN コードが□ツクされた状態を解除ずるための8 
巧の番号でず。なお、 PIN □ツク解除コードはお客: m ご自身では変更できま 
せん。 

• PIN □ツク解除コードの入力を10回連続して間違えると、ドコモ miniUIM 
力ードび□ツクされまず。その場合は、ドコモショップ窓口にお問い含ね 
せください。 


r 画面ロックを設おずる 

電源を入れたあとやスリープモードを解除したあとの面面□ックを設定しま 
ず。[フェイスアシ□ック][ノ K 夕ーシ] [PIN] [ノ K スワード]に設定ずると、本 
端末を他の人に使用されないよラに□ックでままず。 

1 ホーム画面 ►©►[ 設定]►[セキュリティ] 

たキュリテイの設を画面が表示されまず。 


2 [面面の□ツク] ►画面 □ツクを選択 ►面面に 従って操作する 


• [なし]に設走ずると、電源を入れたあと件スリープモードを解除した 
あとに□ック画励ま表示されません。 

• [フェイスアン□ック][パターン] [ NN ] [パスワード]から設定を変更 
ずる場合は、鼓を済みのちまで認証を行ってからおしい画面□ツクの 
設走を選択しまず。 
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初期設定 


初期設定 


お買い上げ後、はじめて本端末の電源を入れた場合は、画面の指示に従って 

Google アカウシトや GPS の巧 置情 巧の設定を巧いまず。 

1 [開始] ►[ア カウシトをか成] 

• 初期設定実行中に機能バージョンアップの案内画面が表示されたと 
きは、 [0K] をタップし、ドコモサービスについての設をを行いまず。 

• Android が表示されている画面で表示されている言語をタップずる 
と、使巧ずる言語を変更でさまず。 

• ずでに Google アカウントをお持ちの場合は、[□グイン]をタップし 
まず。 

• Google アカウントを設定しない場合は、[今は設定しなしりをタップ 
しまず。 

2 Google アカウシトに登録ずる姓名を入力 ►[次へ] 

3 巧望ずるユーザー名 （@gmail.com の前の部分）を入力 ►[次へ] 

4 パスワードを入力 ►確認の ためパスワードを再入力 ►[なへ] 

5 モ循のメールアドレス欄にずでにお持ちの乂ールアドレスを入力 ►セ 
キユリテイ保護用の質問欄で質問を選が ►回爸 欄に任意の爸元を入力 
►[次へ] 

• パスワードをお忘れになっに場含、 Google のホームぺージでセキユ 
リテイ保護用の質問に回答ずるか、予備のメールアドレスにパスワー 
ド再設定用のリンクを送信ずればパスワードを再度設定できまず。 

6 [Google+ に参加ずる] ►[次へ] 

• Google+ にを加しない場含は、[今は設定しない]をタップしまず。 

7 性別を選択 ►Google 利用規約などを確認 ►[同意ず る] 

8 図で表示されている文字を入力 ►[次へ] 

9 アプリケーシヨシ購入についての設定を巧ラ ►[保存] 

• 設定しない場合は[スキップ]をタップしまず。 
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10 バックアップについての内容を巧認 ►[次へ] 
11 位置情巧についての巧容を確認 ►[次へ] 
12 [完了] 


Gooale アカウシ 


Google アカウシトを設定すると、 Play ストアからのアプリケーシヨシのダ 
ウシ□—ドなどが可能となりまず。ずでに Google アカウシトをお持ちの場 
合は、既存のアカウシトを本端末でご利用いただけまず。 

1 ホーム画面設定] ►[ア カウシトと同期] 

2 [アカウシトを追加] ►[Google] ►[新しい アカウシト] 

• ずでに Google アカウントをお持ちの場合は、[既存のアカウント]を 
タップしまず。 

3 P.58 r 初期設定」手順2〜9の操作を行ラ 
4 同期ずるデータにチェックを付ける ►[次へ] 


アクセスポイシトを設定ずる 


イシターネットに接続するためのアクセスポイシト （sp モード、 mopera 
U) は、おらかじめ登録されてお0、必要に応じて追加、をまずることちで 
ままず。 

• お買い上げ時には、通常使ラ接統先として sp モードが設定されていまず。 
ただし、契約内客によっては設定が異なる場合がありまず。 


[利用中のアクセスポイシ S を確認ずる 


1 ホーム画面 ►◎►[設定]►[その他…]►[モ バイルネツトワー 
ク] ►[アクセス ポイシトを] 
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アクセスポイシトを追加で設巧ずる 


• MCC を440、 MNC を10が外に変更しないでくださし^。画面上に表示され 
なくな0まず。 

1 ホーム困面設定] ►[その他…]►[モ バイルネットワー 
ク] ►[アクセス ポイシ トを] 

2 且 ►[新しし、 APN ] 

3 [名前] ►巧 巧ずるネットワークプ□ファイルのを前を入力 ►[ OK ] 

4 [ APN ] ►アクセス ポイシトをを入力 ►[ OK ] 

5 その他、通信事業ちによって要ホされている巧目を入力 ► g ►[巧を] 

• MCC、MNC の設定を変更して画面上に表示されなくなった場合は、 
初期設定にリたツトずるか、手動でアクたスポイントの設定を行って 
くださし、。 


r アクセスポイシトが自動で切0替わちないよラにずる _ ] 

[アクセスポイシト切替抑止]にチェックを巧けていると、設定やのアクセス 
ポイシトが自動で切0替わらないよラにな0まず。 

• 意図しない料金の発生などを防ぐため、お買い上げ時はアクたスポイント 
が自動で切り替わらないよラに設をされていまず。設をを変更ずると、ア 
クセスポイントが自動で切り替わることがあるため、意図しない料金が発 
生したり、通信できなくなる場合があ0まずのでご注意ください。 

1 ホーム画面設定]►[その他…] 

7 [モバイ J レネットワーク]►[アクセスポイシト切替抑止]にチェックを巧 
ける 

• [アクセスポイント切替抑止]にチェックを付けていても、テザリング 
を有効にした場合や、ソフトウェア更新を行った場合は、アクたスポ 
イントが自動で切り替わりまず。 

• [アクセスポイント切替抑止]にチェックを付けている場合、アプリ 
ケーシヨンによっては正常に動作しないことがありまず。 
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[アクセスポイシトを初期化ずる 

アクセスポイシトを初期化ずると、お買い上げ時の巧態に戻0まず。 

1 ホーム画面 ►◎►[設定]►[その他…]►[モ バイルネットワー 
ク] ►[アクセス ポイシト名] 

2 国 ►[巧 巧設定に U セット] 


「sp モ — _ ] 

sp モードは NTT ドコモのスマートフオシ向け ISP でず。イシターネット巧続 
に加え、 i モードと同じメールアドレス （@docomo.ne.jp) を使ったメー 
ルサービスなどがご利巧いただけます。 sp モードはお申し込みび必要なち料 
サービスでず。 sp モードの詳細については、ドコモのホームぺージをご質く 
ださい。 


[mopera U i 

mopera U は NTT ドコモの ISP です。 mopera U にお申し込みいただいた 
おぎ様は、簡単な話までイシター不ットをご利用いただけまず。 mopera U 
はお申し込みか必要なち料サービスでず。 

mopera U を設をずる 


1 ホーム画面 ►◎►[設定]►[その他…]►[モ バイルネットワー 
ク] ►[アクセス ポイシトを] 

2 [mopera U (スマートフオシ定額） ]/[mopera U 設定]にチェックを 
付ける 


お知らせ 


• [mopera U 設定]は 、 mopera U 設定用アクセスポイントでず 。 mopera 
U 設定巧アクたスポイントをご利用いただくと、パケット通信料がかかり 
ません。なお、初期設定画面および設定変更画面が外には接続できない 
のでご注意ください 。 mopera U 設定の詳細については 、 mopera U の 
ホームページをご覧ください。 

• [mopera U (スマートフオン定額）悼ご刷用の場合、パケット定額サー 
ビスのご契約が必要でず。 mopera U (スマートフブン定額）の詳細につ 
いては、ドコモのホームぺージをご真ください。 
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E メール 設定 


一艘のプ□バイダが提供ずる y —ルアカウシトを設定して、 E メールを利用で 
ままず。 

• あらかじめご利用のサービスプ□バイタから設定に必要な情報を入手し 
てください。 

1 ホー ム困面 メー ル] 

• メールアカウントが登録済みで別のメールアカウントを追加したい 
場合は、メールー覧画面 ► LLI ►[設 を] ►[アカウントを 追加]をタツ 
プしまず。 

2 メールアドレスとパスワードを入力 ►[次へ] 

3 画面に従って操作する 


お知らせ 


• メールアカウントの自動設定が完了しない場合、手順2で[手動セット 
アップ]をタップし、アカウント設定を手動で入力しまず。 


SD 力ードバックアップ 


mkroSD 力ードはどの外部記録巧巧を利用して、電話帳、 sp モードメール、 
ブックマークなどのデータの巧行やバックアップができまず。 

• SD 力ードバックアップについて詳しくは、 SD 力ードバックアップ起動中 
に PH ►[ヘルプ] をタップしてヘルプをご覧ください。 


データを microSD 力ードにバックアップずる 


1 ホーム画面 ►◎►[SD 力ードバックアップ] 

SD 力ードバックアップメニュー画面が表示されまず。 

2 [バックアップ]►バックアップしたいデータにチェックを巧ける 
►[バックアップ 開お] ►[OK] ►ド コモアプリパスワードを乂力 
► [OK] 

選択したデータが microSD カードにバックアップされまず。 
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[^―夕を端末に復元ずる 


1 SD 力ードバックアップメニュー面面 ►[復元] 

2 復元したいデータの種別を選択 ►復元したい データにチェックを付ける 
►[選が]►[追加]/ [上書ま] 

3 [復元開始] ► [OK] ► ドコモアプリパスワードを入力 ► [OK] 

選択したデータが本端末に復元されまず。 


[ Google アカウシトの連路巧を docomo アカウシトにコピーずる I 


1 SD 力ードバックアップメニュー面面 ►[電話帳 アカウシトコピ ー] ►コ 
ピーしたい Google アカウシトを選}尺 


2 [上書ま]/[追加] 

] ピーした電話嘘データが docomo アカウントに保存されまず。 


お知らせ 


. バックアップまたは復元中に端末の電池パックを取り外さないでくださ 
し、。端末内のデータが破損ずる場合がありまず。 

• 他の端末の電話帳項目名（電話蓄号など）が本端末と異なる場含、項目 
名が変更されたり削除されたりずることがありまず。また、電話帳に登 
録巧能なで字は端末ごとに異なるため、コピー先で削隙されることがあ 
0まず。 

• 電話帳を microSD 力ードにバックアップずる場合は、名前が登録されて 
いないデータはコピーできません。 

• 画像、動画ファイ J しなど microSD カードに保巧されているデータはバッ 
クアップできません。 

. microSD カードの空き容量が不足していると、バックアップが実行でき 
ない場合があります。その場合は、 microSD 力ードから不要なファイル 
を削隙して容量を確保してください。 

• 電池残量が不足していると、バックアップまたは復元が実行できない場 
合があります。その場合は、端末を充電後に再度バックアップまたは復 
元を巧ってください。 
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-Fi 


本端末の Wi-Fi 機能を利用して、白宅やな内ネットワーク、公を巧線 LAN サー 

ビスのアクセスポイシ トに接続して、 y — ルやイシターネットを利用でまま 

ず。 

1 ホーム画面 ►@►1； 詰ま] ►[ Wi - Fi ]^ rwi - FiJ を ON にずる 

検出された Wi - Fi ネットワークのネットワーク名とセキュリティ設走 
(才ープンネットワークまたは t キュリティで保護）が Wi - Fi ネットワー 
クリストに表示されまず。 

• 手動で Wi - Fi ネットワークを登録ずる場合は、[ネットつークを追 
力の ►必要な 情報を入力 ►[保存] をタップしまず。 
tZ キュリティは[なし]/ [ WEP ]/[ WPA / WPA 2 PSK ]/[802.1 x 
EAP ] から選択しまず。 

2 Wi-Fi ネットワークを選択 

• たキュリティで保護された Wi - Fi ネットワークを選巧した場合、パス 
ワード（たキュリティキー)を入力し、[接続]をタップしまず。 

• [パスワードを表示する]にチェックを付けると、入力中のパスワード 
が表示されまず。 

• [詳細オプションを表示]にチェックを付けると、詳細な設をを行ラこ 
とができまず。 

• 接続中の Wi - Fi ネットワークを切断ずる場含は、 Wi - Fi ネットワークを 
選択して[切断]をタップしまず。 


お知らせ 


• Wi - R 機能が ON のときちパケット通信を利用できまず。ただし Wi-Fi 
ネットワーク接続中は、 Wi - Fi が優先されまず。 Wi - Fi ネットワークが切 
断されると、自動的に 3 G / GPRS ネットワークでの接続に切り替わりま 
ず。切り替わったままでご利用される場合は、パケット通信料が発生し 
まずのでご注意ください。 

• 圏外等で Wi - Fi ネットワークが切断された場合、圏内に戻ったあとの自動 
接続に時間がかかることがあ0まず。 

• アクたスポイントを選択して接続ずるときに誤ったパスワード（たキュ 
リティキー）を入力した場合、だ宴続が制限されていまず]と表示されま 
す。パスワード（たキュリティキー）をご確認ください。なお、正しい 
パスワード（セキュリティキー）を入力してち[接続が制限されていま 
ず]と表示されるときは、正しい IP アドレスを取^导できていない場をがあ 
りまず。電波状況をご’確認の上、接続し直してください。 
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■ WPS について 

アクたスポイントが 「 WPS 」 に対応しているときは、簡単な操作でアクセス 
ポイントに接続できまず。 

WPS ボタンち式で接続する場合は、手順2で [ WPS ボタン] ►[登録] をタップ 
し、アクセスポイントの WPS ボタンを押しまず。 

WPS PIN コードち式で接続ずる場含は、手順2で[詳細オプションを表示]に 
チェックを付けてにのデバイスの PIN ] を選択し、端末に表示された PIN コー 
ドをアクセスポイントに入力しまず。 


rwi - Fi テブリシグを利用ずる _ ] 

本端ホを Wi-Fi アクたスポイシトとして利用ずることで、無線 LAN 対応の 
ソコシなどをイシターネツトに最大5台まで同時巧続させることができまず。 

1 ホーム画面設定] ►[その他…] 

2 [テザリシグ] ►[Wi-F 厅ザリシグ] 

3 [ミち意事項の詳細] ►巧容 を確認 [ 巨 ! >[oK] 

Wi - Fi テザリングが有効になりまず。 


russ テザリシグを利用ずる _ ] 

mi び oUSB 巧続ケーブル（別売）で USB 巧応のパソコシなどを本端末と巧続 
し、モデムとして利用ずることでイシターネットに接続させることができま 
ず。 

1 端ホとパソコシを mi び oUSB 接続ケーブルで巧続ずる 
2 ホーム画面設定] ►[その他…] 

3 [テザリシグ] ►[ USB テザリシグ] 

4 [ミち意事項の詳細] ►巧容 を確認►因 パ OK ] 

USB テサリングが有効になりまず。 
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電話/乂ール/ウエブブラウザ 


電話 


電話をかける 


1 ホーム画面 ►@►1; 電話] ►[ダイ サル]タブ ►巧手の 電話香号を入力 

• 電話香号を間違えたときは、 L 里 J をタップして入力した香号を消しまず。 
• 1回の通話ごとに発信者香号の通知/非通知を設定ずるには、山 
► [発信音香号通知 ] をタップしまず。 


21 、 1 

3 通話が終了した5[終了] 


緊急通き良 


緊急通報 

電話香号 

警察への通報 

110 

消防-救急への通報 

119 

海上での通報 

118 


• 日本国内ではドコモ miniUIM 力ードを取り付けていない場含、 PIN コード 
の入力画面、 PIN コード□ック • PUK □ック中には緊急通報110香、119 
番、118香に発信できません。 

• 本端末は、「緊急通報位置通知」に対応しておりまず。 

110香、119香、118香などの緊急通報をかけた場合、発信場巧の情報（位 
置情報）が自動的に警察機関などの緊急通報受 i 里機関に通知されまず。お 
客様の発信場所や電波の受信状況によ0、緊急通報受理機関が正確な位置 
を確認できないことがあ0まず。 

なお、「184」を付加してダイ1"^1レずるなど、通話ごとに非通知とした場 
合は、位置情報と電話香号は通知されませんが、緊急通報受理機関が人命 
の保護などの事由から、必要であると判断した場合は、お客様の設定によ 
らず、機関側が位置情報と電話香号を取得することがありまず。 

また、「緊急通報位置通知」の導入地域/導入時期については、各緊急通 
報受理機関の準備状況により異なりまず。 

• 端末から110番、119香、118蚕通報の際は、携帯電話からかけているこ 
とと、警察•消防機関側から確認などの電話をずる場合があるため、電話 
番号を伝え、明確に現在地を伝えてください。 

また、通報は遗中で通話が切れないよラに移動せず通報し、通報後はずぐ 
に電源を切らず、10分程度は着信のできる状態にしておいてください。 

• かけた地域により、管轄の消防署•警察署に接続されない場合がありまず。 
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胃話を受ける 


1 電話がかかってくる ►[操作 開始] ►[通話] 

• 応笞を保留ずる場合は、 g ►[応答 保留]をタップしまず。 

• I ►[クイック 返信] ►メッセージを タップずると、応答を拒否して 
相手にメッセージに MS ) を送信しまず。 

• 応答を拒否ずる場合は、[操作開始] ►[ち 否]をタップしまず。 

2 通話が終了したら[終了] 

[通話中の操作 



〇通話を終了しまず。 

0別の相手に電話をかけまず^1。 

〇通話を一時保留しまずの。 

スレチ接続中は通話相手を切り替えまず X 1 
X2 

〇グイでルキーを表示し、プッシュ信号を送 
信しまず’ X 2 。 

0 自分の声を相手に間こえなくしまず’^ 2 。 

0相手の声をスピーカーから流して、八ンズ 

Bluetooth 接続時は、タップずると拟下の項 
目が表示されまず。 

[スピーカー]:相手の声をスピーカーから流 
しまず。 

[携帯端末のイトホン]:巧手の声を受話口か 
ら流しまず。 

[有線へッドたット]:イわホン接続時に、相 
手の声をイでホンから流しまず。 
[ Bluetooth ] :ワイトレスイ V ホン t ットを 
使用したノじズフリー通話に切り替えま 
ず。 


キわツチホンのご契約が必要でず。 

WI 再度タツプずるとタツプ前の状態に戻0まず。 

• 通話中に因（音量大 ） /B (音量ル）を押ずと巧手の声の大きさを調節で 
さまず。 
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sp モードメール 


i モードの乂ールアドレス （@ docomo . ne . jp ) を利用して、メールの送受 
信ができまず。絵义字、デコメール®の使用が巧能で、自動受信にちが応し 
ていまず。 

• sp モードメールの詳細については、『ご利用ガイドブック （ sp モード編） 
をご覧 < ださい。 

1 ホーム画面 ►©►[sp モードメール] 

7 画面に従って rsp モードメール」アプ U をダウシ□—ドずる 


メッセージ （ SMS ) 


携帯電話香号を巧先にして、全角最大70文字（半ち英巧字のみの場合は、最 
大160义字）の文字イツセージを送受信できまず。 


咬ッセージ ほ MS ) を作ぶして送信ずる 

1 ホーム画面メッセージ] 

2 胃 ►[ To ] 欄 ►送信 先の携帯電話香号を入力 
3 [メッセージを入力]欄 ►メッセー ジを入力 

4 > 


E メール 


mopera U や一瓶のプ□バイダが提供ずるメールアカウシトを設定して 、 E 
ィー J レぞザ J 用でま±ザ" 

• あらかじめアクセスポイント（な P .59)、 メールアカウント（な P .62) 
を設定してください。 


ri 乂 ールを作成して送信ずる 

1 ホーム困面 ►[メ ール] 

2 口 + 

3 [ To ] 欄 ►メー ルアドレスを入力 
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4 [件名]欄 ►件名を 入力 

5 [メールを作成しまず]欄 ►メッセー ジを入力 

6 > 



Gooale のオシライシ E メールサービスでず。本端末の GmaM を使用して、 E 
乂ールの送受信がでままず。 

• あらかじめ Google アカウント（な P . 日 9) を設定してください。 

1 ホーム画面 ►◎►[Gmail] 

• Gmail の詳細については、 Gmail の画面 ►因 ►[ヘルプ] をご覧くださ 
し、。 


緊急速報「エリアメール J 


気を斤から配信される緊急地震速巧などを受信ずることがでまるサービスで 
ず。 

• エリアメールはお申し込み不要の無料サービスでず。 

• sp モードを契約しなくても、エリアメールの受信ができまず。 

• 最大50件保存できまず。 

• 下記のよラな場合は受信できません。 

-国際□—ミング中 
-通話中 
-機内モード中 

-電源を入れたあとに表示される PIN コード入力画面表示中 
-圏外のとき 
-電源 OFF のとき 

• 下記のよラな場合は受信できないことがありまず。^1^2 
-データ通信中 
-ソフトウェア更新中 
- USB 接続で通信中 
-本端末のメモリ容量が少ないとき 
m 受信できなかったメッセージを再度受信ずることはできません。 
；^2受信できた場合でち、内容は自動表示されません。 
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緊急連報 r ェ U ア乂一 jki ま信 


エリアメールを受信ずると、エリア乂一 J レき用の警告音と八’イブレーショシ 
でお巧ちせします。また、内容が自動的に表をされまず。 

• 警告音の音量、バイブレーションは固走されており変更できません。 

• お買い上げ時は、マナーモード中でち警告音が鳴りまず。鳴らないよラに 
設をできまず。 

受信したエリア乂ールを読む 

1 ホー ム困面 ►@►1； エ U アメール] 

受信エリアメー J レー覧画面が表示されまず。 

2 読みたいエリア乂ールをタップ 

I 緊急速報 r エ U ア乂 ~ル]設ち I 

エリアメールを受信ずるかどラかや、受信時の動かなどを設定しまず。 

1 受信エリアメールー真面面[設定] ►が 下の操作を行ラ 


受信設定 

エリアメールを利用ずるかどラかを設定しま 
ず。 

着信音 

マナーモード中にエリアメールを受信しにと 
さ、警告音を鳴らすかどラか听警告音が鳴る時 
間を設定しまず。 

受信画面および着信音巧認 

緊急地震速報、津波警報、災害-避難情報のエ 
リアメールを受信したときの画面表示や着信音 
を確認できまず。 

その他の話受信登録 
定 

緊急地震速報などの他に受信したいエリアメー 

J レの登録/削除を巧し^まず。 
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クエブブラクサ 


ウェブブラウザを利用して、パソコシと同じようにウェブページを閲覽した 
り、円 ash を再生ずることなどができまず。 

本端までは、パケツト通信または Wi-Fi による巧続でウェブブラウザを利用 
できまず。 


[ウェブブラウザを起動ずる 


1 ホーム画面►[ブラウザ] 

ホームページが表示されまず。 



2 アドレスパーに URL またはキーワードを入力 

• アドレスバーが表示されていない場合は、ウェブページが表示され 
ている箇所を下にドラッグしまず。 

• アドレスバーをタップしてから回をタップずると、音声検索ができ 
まず。 


3 [実巧] 


• 表示されるアイコンは入力方法によって異なりまず。 

• 候補リストから表示したいウェブページを選択してち検索できま 


• ウェブ'ページ表示中に国をタップずると、ブックマークや履歴など 
の機能を利用できまず。 
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本化設定 


設定メニュー 


設定メニユーを呼び出して、本端末の各種設定を行ラことができまず。 

1 ホーム画面 ►@►1; 設定] 

拟下の設定を行ラことがでさまず。 

■無線と ネツトワーク 


Wi-Fi 

Wi - Fi の ON / OFF の切り替え、 Wi - Fi の設定を巧いま 
ず。 

Bluetooth 

Bluetooth 機能の ON / OFF の切り替え、 Bluetooth 機 
能の設をを行いまず。 

データ使用 

モバイルデータ通信使巧量（目安）の確認や制限の設 
定を行いまず。 

通話設定 

ネットワークサービス杆国際 n — s ングなどの設走を 
行いまず。 

その他". 

機内モードたテヴリング、モバイ J しネツトワークなど 
の設定を行いまず。 


端末 


立 

着信音や音量、マナーモードなどの設定を行いまず。 

• 本端末は受話口とスピーカーを兼用しているため、 
通話終了直後に各種の音が鳴った場合は、設をした 
音量にかかわらずルさい音量で鳴り始め、設をした 
音量まで;欠第に大きくなりまず。 

デイスプレイ 

画面の自動回転传明るさ、フォント、ビューブライン 
ドなどの設定を行いまず。 

スト レー ジ 

空き容量を確認したり、 microSD カード巧のデータを 
消去したりできまず。 

電池 

電池の使巧状況を確認できまず。 

アプリ 

アプリケーションを削除したり、無効にしたりできま 
ず。 
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■ユー ザー設定 


ドコモサービス 

ドコモの提供ずるアプリやドコモアプリパスワード、 
才ート GPS など、ドコモヴービスに関ずる設定を行い 
まず。 

アカウシトと同期 

アカウントの自動同期の設定やデータの同期などを 
行いまず。 

イ立置情巧サービス 

GPS と位置情報についての設定を巧いまず。 

セキュ U テイ 

画面□ック、パスワードなど tz キュリテイの設定を行 
いまず。 

言語と入力 

使巧言語やで字入力に関ずる設定を行いまず。 

パックアップとリ 
セット 

データのバックアップ杆初期化を行います。 

メモ U リフレッシュ 

本端末のメモリ使用領域を自動的にリフレッシュし 
まず。 


■システム 


曰 巧と時刻 

曰付や時刻の設定を行いまず。 

ユーザー 補助 

大きい文字サイズやパスワードの音声出力など 、ユー 
ヴー補助のための設定を行いまず。 

開発ち向けオプシヨ 
シ 

アプリケーシヨンの開発に関ずる設をを行いまず。 

端末情巧 

ソフトウエア更新を行ったり、本端末の各種情報を表 
示したりできまず。 


本体設定 73 















付録 


トラフルシユーテイシク (FAQ) 


巧障かな？と思ったち 


• まずは C / めにソフトウェアを更新ずる必要があるかをチェックして、必要 
な場合にはソフトウェアを更新してください（な P .83)。 

• 気になる症状のチェック項目を確認してち症状が改善されないときは、本 
書畫面の「故障お問い合わせ先」または、ドコモ指をの故障取扱窓口まで 
お気軽にご相談ください。 

■電源 


巧げ 

チェックずる箇所 

端末の電源が入らな 
し、 

• 電池パックが正しく取り付けられていまずか 
(な PJ 9)。 

• 電池切れになっていませんか（な P .40)。 
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■充電 


巧状 

チェックずる窗所 

充電ができない（充 
電ランプが点灯しな 
し、、またはステータ 
スバーに温度異常/ 
充電異甫アイコンが 
表示される） 

• 電池パックが正しく取り付けられていますか 
(な P .39)。 

• ワイでレスチトージトーを使って充電している場 
合、専用 AC アダプタを使用していまずか。 

• 専巧 AC アタプタの電源プラグ、コネクタが正しく 
差し化まれていまずか（な P .41)。 

• ワイレスチトージトーと端末の間に異物があり 
ませんか。 

• ワイレスチトージトーに端末が正しく置かれて 
いまずか（な P .41)。 

• ワイレスチトージトーを使って充電している場 
合、端末の温度が高ずぎる、または低ずぎる状態に 
なっていませんか（な P .43)。 

• アダプタの電源プラクやシガーライタープラグが 
コンたントまたはシガーライターソケットに正し 
く差し込まれていまずか（な P .44)。 

• AC アタ'プタ（別売）をご使用の場合 、 microUSB 
接続ケーブルが、本端末または AC アタプタと正し 
く接続されていまずか（な P .44)。 

• 本端末とパソコンを microUSB 接続ケースレ側 
売）で接続している場合、パソコンの電源が入って 
いまずか。 

• 充電しながら通話や通信、その他機能の操作を長時 
間行ラと、端末の温度が上昇してステータスノ '!；- に 
温度異常アイコンが表示される場含がありまず。 
その場含は、端末を一度アタプタやワイトレス 
チト—ジト—から外して、端末の温度が下がってか 
ら再度充電を開始してください。温度異常アイコ 
ンが表示されたときは、通知パネルを開いて表示さ 
れた機能が使用できません。 

• ステータスバーに充電異常アイコンが表示された 
ときは、通知パネルを開き、巧処方まに従って操作 
して < ださい。 
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端末操作 


捆犬 

チェックずる箇所 

操作中*充電中に熱 
くなる 

• 操作中杆充電中、また、充電しながら電話やワン t 
グ視聴などを長時間行った場合などには、端末传電 
池パック、アタプタ、ワイサレスチトージトーが温 
かくなることがありまずが、動作上問題ありません 
ので、そのままご使用ください（な P .20、 P .21)。 

電池の使用時間が短 
し、 

• 圏外の状態で長時間放置されるよラなことはあり 
ませんか。 

圏外時は通信可能な状態にできるよラ電波を探ず 
ため、よ0多くの電力を消費していまず。 

• 電池パックの使用時間は、使用環境柯劣化度により 
異なりまず。 

• 電池パックは消耗品でず。充電を繰り返ずごとに、 

1回で使える時間が次第に短くなっていきまず。 
十分に充電しても購入時に比べて使用時間が極端 
に短くなった場合は、指定の電池パックをお買い求 
めください（な P .40)。 

電源断-再起動が起 
苦る 

• 電池パックの端子が巧れていると接触が悪くなり、 
電源が切れることがあ0まず。巧れたときは、電池 
パックの端子を乾いた綿棒などで拭いてください 
(な P .19)。 

タッチパネ J しをタッ 
プしたとき/ボタン 
を押しにときに動作 
しなし、 

• スリープモードになっていませんか。 

回を押してスリープモードを解除してください 
(な P .45)。 

• 電源を入れ直してください（な P .45)。 

ドコモ miniUIM 力一 
ドが認識しない 

• ドコモ miniUIM 力ードを正しい向きで挿入してい 
まずか（な P .36)。 

時計がずれる 

• 長い間電源を入れた状態にしていると時計がずれ 
る場合がありまず。 

[日付と時刻の自動設を]、[タイムゾーンを自動設 
定]にチェックが付いているかを確認し、電波のよ 
い場所で電源を入れ直してください（な P .73)。 
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巧げ 

チェックずる箇所 

端末動作が不を定 

• ご購入後に端末へインストールしたアプリケー 
ションによる可能性がありまず。フモードで 
起動してを状が改善される場合には、インストール 
したアプリケーションをアンインストールずるこ 
とで症状が改善される場をがありまず。 

^たーフモードとはご購入時の状態に近い状態で 
起動させる機能でず。 

• t - フモードの起動ちま 
電源が OFF の状態から固を2秒が上押し 、 rdocomo 
with series 」 の□ゴが表示されたときからホーム 
画面が表示されるまで因を押し統けてください。 
；^たーフモードが起動ずると画面左下に「たーフ 
モード J と表示されまず。 

；«セーフモードを終了ずるには、電源を1度 OFF に 
し起動し直してください。 

• 必要なデータを事前にバックアップした上でセー 
フモードをご利用ください。 

• お客様ご自身で作成されたウイジェットが消える 
場合があ0まず。 

• t - フモードは通常の起動状態ではないにめ、通常 
ご利用になる場合には、セーフモードを終了しご利 
巧 < ださい。 

アプリケーシヨンが 
正しく動作しない 
(起動できない、エ 
ラーが頻繁に起こる 
など） 

• 無効にしているアプリケーションはありません力、。 
無効にしているアプリケーションを有効にしてか 
ら再度お試しください（な P .72)。 
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■通話 


巧げ 

チェックずる箇所 

、 をタップ 

しても発信で吉ない 

• 機内モードになっていません力、（な P .45)。 

通話ができない(場所 
を移動してち圏外の 
表示が消えない、電波 
の状態は悪くないの 
に発信または着信が 
でさない） 

• 電源を入れ直ずか、電池パックまたはドコモ 
miniUIM 力ードを取り付け直してください 
(な P .36、 P .39、 P .45)。 

• 電波の14質によ0、電波が強くアンテナマークが4 
本表示されている状態 （1) でも、発信竹着信が 
できない場合がありまず。場所を移動してかけ直 
して < ださい。 

• 電波の混み具合により、多くの人が集まる場所で 
は電話传メールが混み合い、つながりにくい場合 
がありまず。その場合は[しばらくお待ちくださ 
し、。 ] と表示され、話中音が流れます。場所を移動 
ずるか、時間をずらしてかけ直してください。 


エラー乂ッセージ 

エラーメッセージ 

説明/巧処方法 

挿入された SIM カード 
は、この携帯電話機で 
は使用出来ません。 
有効な SIM カードを挿 
入して < ださし、。 

• 他事業者の SIM カードが挿入された場合に表示 
されまず。 
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スマートフォシおんしん遠隔サポー 


おぎ様の端ホ上の画面をドコモと共有ずることで、端ホ操作や設定に関ずる 
操作サポートを受けることができまず。 

• ドコモ miniUIM 力ード末挿入時、国隙□-ミング 中、 機巧モードなどでは 
ご利用でさません。 

• スマートフオンあんしん遠隔サポートはお申し込みが必要な有料サービ 
スでず。 

• 一部サポート巧象外の操作*設定があ0まず。 

• スマートフオンあんしん遠隔サポートの詳細については、ドコモのホーム 
ぺージをご確認ください。 

1 スマートフオシ遠隔サポートセシターへ電話 

• スマートフオン遠隔サポート iz ンター 
函 0120-783-360 
受付時間午前9:00〜午後8:00 (年中無休） 

2 ホーム画面遠隔サポート] 

• は G めてご利用される際には、「ソフトウェア使庙許諾書」に同意い 
ただく必要がありまず。 

3 ドコモか5ご案内する巧続番号を入力 

4 接続後、遠隔サポートを開お 
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端末初期化 


本端末をお買い上げ時のが態に房しまず。 

• この操作を行ラと、ご購入後に本端末にお客様がインス!ルしたアプリ 
ケーシヨンた登録したデータは、一部を除きずベて削除されまず。 

1 ホーム画面設定] ►[バックアップと リたット] 

2 [データの巧期化] ►端末 パスワードを入力 ►[ OK ] 

• microSD 力ード内の全データも消去ずる場合は、に D 力ード内データ 
を消去]にチェックを付けまず。 

3 [携帯端ホをリセット] 

. [画面の□ック]の設をで[フェイスアン□ック][パターン] [ PIN ] [パ 
スワー ド]を設定している場合は、設定した解除ちまを行いまず。 

4 [ずべて消去] 

リセットが完了ずると端末が再起動しまず。 


保証と アフターサー ビス 


な証について 


• 本端末をお買い上げいただくと、保証書が付いていまずので、必ずお受け 
巧りください。記載内容および『販売店名-お買い上げ曰 J ] などの記載事 
項をお確かめの上、大切に保管してください。必要事項が記載されていな 
い場合は、ずぐにお買い上げいただいた販売店へお申しつけください。無 
料保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

• この製品は付属品を含め、巧良のにめ予告なく製品の全部または一部を変 
要ずることがありまずので、あらかじめご了承ください。 

• 本端末の故障 • 修理杆その他お取り扳いによって電話帳などに登録された 
内容が変化•消失ずる場合がありまず。万が一に備え、電話帳などの内容 
はご自身で控えをお取りくださるよラお願いしまず。 

义 本端末は、電話嘘などのデータを microSD カードに保存していただくこ 
とができまず。 

义 本端末はケータイデータお預かりサービス（お申し込みが必要なサービ 
ス）をご利巧いただくことにより、電話帳などのデータをお預かりたン 
ターにバックアップしていただくことができまず。 
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[アフターサービスについて 


調子が悪い場合 


修巧を依巧される前に、本書の「巧障かな？と思つたち」をご賞になつてお 
調べください。 

それでち調子がよくないとまは、本書裏面のけ如章お問い合わせ先 J にご連 
おの上、ご相談ください。 

お問い合わせの結ま、修埋がぶ、要な場合 


ドコモ指定の巧 P 章取扱窓口にご持参いただきまず。ただし、巧障取扱窓口の 
営業時間巧の受付とな D まず。また、ご来店時には必ず保証書をご持参くだ 
さい。なお、巧障の巧態によっては修理に曰巧がかかる場合か‘ございまずの 
で、お5かじめご了承ください。 

■保証期間 巧は 

• 保証書の規定に基づき無料で修理を行いまず。 

• 故障修理を実施の隙は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっ 
ても保証書の提示がないもの、お客様のお取り扱い不良（液晶•コネクタ 
などの破損）による故障-損傷などは有料修 i まとな0まず。 

• ドコモの指定政外の機器および消耗品の使用に起因ずる故簡ま、保証期間 
内であってち有料イ度理とな D まず。 

■が 下の場合は、修理でまないことがあ0まず。 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露•汗などによる腐食が発見された場合 
や内部の基板が破損■変おしていた場合（外部接続端子（イでホンマイク 
端子）-液晶などの破損听管体亀裂の場合においてち修理ができない可能 
性がありまず） 

义 修理を実施できる場合でち保証対象外になりまずので有料修理となり 
まず。 


■保証期間が過ぎたときは 

ご要望によ0有料修理いたしまず。 

■部品の保有期間は 

本端末の補修用性能部品（機能を維持ずるために必要な部品）の最低保有期 
間は、製造巧ち切り後6年間を基本としておりまず。ただし、故障箇所によつ 
ては修理部品の不足などにより修理ができない場合ちございまずので、あら 
かじめご了承ください。また、保有期間が経過したあとち、故障箇所によつ 
ては修理可能なことびあ0まずので、本書裏面の「故障お問い合わせ先」へ 
お問い合わせください。 
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お願い 


• 本端末および付属品の改造はおやめください。 

-义お*けが-故障の原因となりまず。 

-改造が施された機器などの故障修理は、改造部分を元の状態に戻ずこと 
をご了承いただいた上でお受けいたしまず。ただし、改造の内容によっ 
ては故障修理をお断りずる場合があ0まず。 

が下のよラな場合は改造とみなされる場合がありまず。 

-液晶部やボタン部にシールなどを貼る 
-接着剤などにより本端末に装飾を施ず 
-外装などをドコモ純正品が外のちのに交換ずるなど 

-改造が原因による故障•損傷の場含は、保証期間内であっても有料修理 
とな0まず。 

• 本端末に貼付されている銘版シ ー J レは、はがさないでください。銘版シー 
ルには、技術基準を満たず証明書の役割があり、銘版シールが故意にはが 
されたり、貼り替えられた場合など、銘版シールの内容が確認できないと 
きは、技術基準適合の判断ができないため、故障修理をお受けできない場 
合がありまずので、ご注意願いまず。 

• 各種機能の設定などの情報は、本端末の故障•修埋种その他お取り报いに 
よってクリア（リたット）される場合がありまず。お手数をおかけしまず 
が、この場合は再度設をを行ってくださるよラお願いいたしまず。 

• 修理を実施した場合には、故障箇所に関係なく、 Wi - Fi 用の MAC アドレス 
および Bluetooth アドレスが変更される場含がありまず。 

• 本端末の下記の箇所に磁気を発生ずる部品を使用していまず。キトッ 
シュカードなど磁気の影響を受けやずいちのを近づけまずとカードが使 
えなくなることがありまずので、ご’注意ください。 

使用箇所：受話口/スピーカー 

• 本端末は防水性能を有しておりまずが、本端末内部が濡れた0湿気を帯び 
てしまった場合は、ずぐに電源を切って電池パックを外し、お早めに故障 
取扳窓口へご来店ください。ただし、本端末の状態によって修理できない 
ことがあります。 

メモリダイサ J レ（電話嘘機能）およびダウシ□ード情報はどについ 
て 

本端末を機種変更やな P 章修理をずる際に、お客様が作成されたデータまたは 
外部かち取り込まれたデータあるいはダウシ□—ドされたデータなどがを 
化-消失などする場合がお0まず。これちについて当社は一切の責任を負い 
ません。また、当なの都合によ0お客様の端末を代替品と交換ずることによ 
り修埋に代无させていただく場合がありまずが、その隙にはこれらのデータ 
などは一部を除き交換後の製品に移し替えることはできません。 


82 付録 




ソフトウェア更新 


r ソフトウエア更新について _ I 

P -06 D のソフトウエアま巧が必要かをネットワークに巧続して確認し、必要に 
応じて更新ファイルをダウシ□—ドして、 y フトウエアを更新ずる機能でず。 
ソフトウエア更新び必要な場合には、ドコモのホームぺージにてご案巧いた 
しまず。 

更新方法は、次の3種類があ0まず。 

自動を新：ま新ファイルを自動でダウシ□ードし、設定した時刻に書き巧无 
まず。 

即時ま新：今ずぐま新を行いまず。 

そ約を新：モ約した時刻に自動的にを巧をしまず。 


お知6せ 


• ソフトウェア更新は、本端末に登録した電話帳、カメラ画像、メール、 
ダウン□ー ドデータなどのデータを残したまま行えまずが、お客様の端 
末の状態（故障•破損•水濡れなど）によってはデータの保護ができな 
い場合がありまず。必要なデータはバックアップを取っていただくこと 
をおずずめしまず。ただし、ダウン□ー ドデータなどバックアップが耳又 
れないデータがありまずので、あらかじめご了承ください。 


r ご利用にあたって _ ] 

• ソフトウェア更新中は電池パックを外さないでください。更新に失敗ず 
ることがありまず。 

• ソフトウェア更新を巧ラ隙は、電池をフ J し充電しておいてください。更新 
時は充電クーカレを接続ずることをおずずめしまず。 

• 次の場合はソフトウェアを更新できません。 

• 通 i モ中 

-圏外が表示されているとき X 
-国際□-ミング中^ 

-機内モード中^ 

. テヴリングを有効にしているとき 
- 0 S バージョンアップ中 
-日付と時刻を正しく設定していないとき 
-ソフトウェア更新に必要な電池残量がないとき 

圏外、国際□ーミンク‘中は、 Wi - Fi 接続中であってち更新できませ 
ん y 。 

• ソフトウェア更新（タウン□ー ド、書き換え）には時間がかかる場合があ 
D まず。 

• ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機能、およびその他 
の機能を利用できません。ダウン□ー ドやは電話の着信は可能でず。た 
だし、電話の着信時はダウン□ー ドが中断されまず。 
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• ソフトウェア更新は電波状態の良い巧で、移動せずに実行ずることをおず 
ずめしまず。電波状態が悪い場合には、ソフトウェア更新を中断ずること 
がありまず。 

• ソフトウェア更新が不要な場合は、[更新の必要はありません。このまま 
お使いください]と表示されまず。 

• 国際□-ミング中、ちしくは、圏外にいるときには、[ドコモの電波が受 
信できない場所、または□ーミング中は Wi - Fi 接続中であってもダウン 
□-ドを開始できません]と表示されまず。 Wi - Fi 接続中ち同様でず。 

• ソフトウェア更新中に送信されてきたメッセージ （ SMS ) は、 SMSt ン 
ターに保管されまず。 

• ソフトウェア更新の際、お客様の P -06 D 固有の情報（機種传製造香号な 
ど）が、当社のソフトウェア更新用ヴーバーに送信されまず。当社は送信 
された I 眉報を、ソフトウェア更新拟外の目的には利用いたしません。 

• ソフトウェア更新に失敗した場合に、端末が起動しなくなること竹、[ソ 
フトウェア更新に失敗しました。お手数でずが、お近くのショップへお持 
ちください。 ] と表示され、一切の操作ができなくなることがありまず。 
その場合には、大変お手数でずがドコモ指定の故障取扳窓口までお越しい 
ただきまずよラお願いいたしまず。 

• PIN コードが設定されているときは、書き換え処理棲の再起動の逮中で、 
PIN コード入力画面が表示され、 PIN コードを入力ずる必要がありまず。 

• ソフトウェア更新中は、他のアプリケーションを起動しないでください。 


ソフトウェアの自動更新 


更新ファイルを自動でダウシ□-ドし、設定した時刻に書き換えまず。 
ソフト。ェアの自動更新設定 

お買い上げ時は、自動を巧の設定が[自動で更新を巧ラ]に設定されていまず。 
1 ホーム画面 ►@►1； 設定] ►[端 ホ情幸民] 

2 [ソフトウェア更新]►[ソフトウェア更新設定のを更] 

3 [自動で更新を巧ラ]/[自動で更新を巧わない] 
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ソフトウエア更新が必要にはると 


更新フアイ J レが自動でダウシ□-ドされると、ステータス八一に g (ソフト 
ウェア更新有）が通知されます。 

• B (ソフトウェア更新有）が表示された状態で書き換え時刻になると、自 
動で書き換えが行われ、田（ソフトウェア更新有）は消えまず。 


1 通知パネルを開く ►通知を タップ 

書き換え時刻が表示されまず。 



2設定時刻に書さお充を巧ラ場合 
[ OK ] 

• ホーム画面に戻りまず。設定時刻になると更新を開始しまず。 

書き換充時刻を変まずる場合 
[開お時刻変更] 

• モ約更新な P . 86「ソフトウエアの予約更新」 

今ずぐ書き換无を巧ラ場合 
[今ずぐ開お] 


• 即時更新な P .86 「ソフトウェアの即時更新」 


お知ちせ 


• ソフトウェア書き換えが開始できなかった場をには、ステータスバーに 
□ (ソフトウェア更新有）が表示されまず。 

• 書き換え時刻にソフトウェア書き換えが実施できなかった場合、翌日の 
同じ時刻に再度書き換えを行いまず。 

• 自動更新設定が、[自動で更新を巧わない]の場合や、ソフトウェアの即時 
更新び通信中の場合は、ソフトウエアの自動更新ができません。 
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ソフトウェアの即時更新 


ずぐにソフトウェアをま巧しまず。 

• ソフトウェア更新を起動ずるには書き換え予告画面から起動ずるちまと 
メニューから起動ずる方法がありまず。 


1 ホーム困面設定] ►[端末 情報] 


2 [ソフトウェア更新]更新を開おずる] ►[はい] 




だ r 田 



書きお充モ告画面か6起動ずる場合 
書さお无モ告面面を表示 ►[今ず ぐ開始] 

3 [ソフトウェア更新を開始します。 ] 表乐後、約10秒後に自動的に書き換 
无開始 

• [ OK ] をタップずると、ずぐに書き換えを開始しまず。 

• 更新中は、ずべてのタッチ操作听ボタン操作が無効とな0まず。更新 
を中止ずることちできません。 

• ソフトウェア更新が完了ずると再起動がかかり、ホーム画面が表示さ 
れまず。 


お知らせ 


• ソフトウェア更新の必要がないときには、[更新の必要はありません。こ 
_のままお使いください]と表示されまず。_ 


ソフトウエア更新終了後の表示 


ソフトウェアま新が完了ずると、ステータス八’一に通知されまず。通知ノ f ネ 
ルを開いて通知をタップずると完了面面が表示されまず。 


ソフトウェアの予約更新 


更新ファイルのイシストールを別の時刻に予約した し、 場合は、ソフトウ エア 
書き換无を巧ラ時刻をおちかじめ話ましておくことが‘できまず。 

1 書き換え予告旧面を表示 ►[開始 時刻変更] 

7 時刻を入力 ►[設定] 
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チ約した時刻になると 


開始時刻になるとソフトウエアま新開お面面が’表示され、約10秒後に自動的 
にソフトウエア書き換无が開始されまず。 



お知らせ 


• 更新中は、ずべてのタッチ操作や/ザタン操作が無効となりまず。更新を 
中止することちできません。 

• 開り台時刻にソフトウェア更新が開始できなかった場をには、型曰の同じ 
時刻にソフトウェア更新を行いまず。 

• OS ノくージョンアップ中の場合、予約時刻になってもソフトウェア更新は 
行われません。 

• 開始時刻と同じ時刻にアラームなどが設定されていた場合でち、ソフト 
ウェア更新は実施されまず。 

• 開り台時刻に P -06 D の電源が OFF の場含、電源を入れたあと、予約時刻と同 
じ時刻になったときにソフトウエア更新を行いまず。 


[機能パージヨシアツプを行ラ 


1 ホーム面面設定] ►[端 ホ情串民] 

2 [機能バージヨシアップ] ►[サ ーバーから更巧] 

3 [ソフトウエア更新] ► [はい] ►[はい] ► [今ずぐ更新] 

更新ファイルがダウン□ー ドされまず。 

• [予約登録]を選択した場合は、タウン□-ド開始時刻を設定し、[は 
し、]をタップしまず。 


4 通知パネルを開く ►通知を タップ 
5 [今ずぐ更新] 

. 端末が再起動し、書き換えを開始しまず。 

• 更新中は、ずべてのタッチ操作やボタン操作が無効となりまず。更新 
を中止ずることちでさません。 

• 書き換えが完了ずると再起動がかかり、ステータスパ'一に I が表示さ 
れまず。 

• [あとで更新]を選択した場をは、更新ずる際に手順4〜6を行います。 
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6 通知パネルを開く ►通知を タップ ►を 新結まを確認 ►[OK] 
最新のソフトウェアを自動検索ずる 

1 ホーム困面 ►@►1; 設定] ►[端末 情報] 

2 [機能パージョシアップ] ► [サーパーから更新] ► [設定] 

3 [自動検索]にチェックを巧ける ►[OK] 


お知らせ 


• 自動検索には通信料がかかる場合がありまず。 

finicmSD カードから更巧ずる _ ] 

• あらかじめ新しいソフトウエアをパナソニックのサイトから入手し、 
microSD 力ードの 「 Download 」 フオルタに保存してください。 

1 ホーム困面 ►[設定]►[端末 情報] 

2 [機能パージョシアップ] ► [microSD から更新] ► [OK] 

新しいソフトウエアを microSD カードから検索しまず。 

3 いの 

. 端末が再起動し、書き換えを開始しまず。 

• 更新中は、ずべてのタッチ操作やボタン操作が無効となりまず。更新 
を中止ずることちできません。 

• 書き換えが完了ずると再起動がかかり、更新結果が表示されまず。 

4 [OK] 
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携帯電話機の比吸収率 （ SAR ) 


この機種 P -06 D の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関ずる技術基 
準および電波防護の国際ガイドラインに適合していまず。 

この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関ずる技術基準 XI ならび 
に、これと同等な国際ガイドラインが推奨ずる電波防護の許容値を遵守ずる 
よラ設計されていまず。この国隙ガイドラインは世界保健機関 （ WHO ) と協 
力関係にある国隙非電離放射線防護委員会（に NIRP ) が定めたちのであり、 
その許容値は使用者の年齢押健康状況に関係なく十分な安全率を含んでいま 
ず。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体頭部に吸収 
される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率に AR : Specific Absorption 
Rate ) でをめており、携帯電話機に巧ずる SAR の許容値は 2.0 W / kg でず。こ 
の携帯電話機の側頭部における SAR の最大個ま0.489 W / kg でず。個々の製 
品によって SAR に多少の差異が生 G ることちありまずが、いずれち許容値を 
満足していまず。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよ 
ラ設計されているため、実際に通話している状態では、通常 SAR はよりかさ 
い値となりまず。一般的には、基地局からの距離が近いほど、携帯電話機の 
出力は小さくなりまず。 

この携帯電話機は、側頭部が外の位置でも使巧可能です。 NTT ドコモ推賀のキ V 
リングケース等のアクセサリを用いて携帯電話機を身体に装着して使巧するこ 
とで、この携帯電話機は電波防震の国際ガイドラインを満足しまず^ 2 。 NTT ド 
コモ推巽のキトリングケース等のアクセサリをご使用にならない場合には、身体 
から l . SiZ ンチが上の距離に携帯電話機を固定でき、金属部分の含まれていない 
製品をご使用ください。 

世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをちたらすかどラかを評価 
ずるにめに、これまで20年が上にわたって多数の研究が行われてきました。 
今日まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる健康影響ち確立 
されていません J と表明していまず。 

さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関のホームぺージ 
をご参照ください。 

http :// www . who . int / docstore / peh - emf / publications / facts _ press / 

fact _ japanese.htm 
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SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームペー 
ジをご参照ください。 


揣務省のホームページ 

http :// www . tele . soumu . go . jp / j / sys / ele / index.htm 
一般社団法人電波産業尝のホームページ 
http :// www . arib - emf . org / index 02 .html 
ドコモの ホー ムぺ ージ 

http :// www . nttdocomo . co . jp / product / sar / 

パナソニックモバイルコミュニケーシヨンズ株式会社のホームぺージ 

http :// panasonic . jp / mobile / support / _ 


XI 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の 2) で規 
定されていまず。 

X 2 携帯電話機本体を側頭部总外でご使用になる場合の SAR の測を;去につ 
し VC は、平成22年3月に国際規格 ( IEC 62209-2) が制定されました。 
国の技術基準については、平成23年1日月に、諮問第118号に関して情 
報通信客議会情報通信技術分科会より一部答申されていまず。 


European RF Exposure inrormation 


This mobile phone complies with the EU requirements for 
exposure to radio waves. 

Your mobile phone is a radio transceiver, designed and 
manufactured not to exceed the SAR* limits** for exposure to 
radio-frequency (RF) energy, which SAR* values, when tested 
for compliance against the standard were 0.418 W/kg for head 
configuration and 0.767 W/kg for body worn configuration. 
While there may be differences between the SAR* levels of 
various phones and at various positions, they all meet*** the 
EU requirements for RF exposure. 

— The exposure standard for mobile phones employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate , or SAR . 

** The SAR limit for mobile phones used by the public is 2.0 watts / 
kilogram ( W / kg ) averaged over ten grams of tissue , 
recommended by The Council of the European Union . The limit 
incorporates a substantial margin of safety to give additional 
protection for the public and to account for any variations in 
measurements . 
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Tests for SAR have been conducted using standard operating 
positions with the phone transmitting at its highest certified 
power level in all tested frequency bands . This mobile phone 
meets the RF exposure guidelines for body worn operation when 
positioned at least 1.0 cm from the body . Accessories used for 
body worn operation must not contain metal and should position 
the mobile phone at least the distance stated above . Use of 
other accessories may not ensure compliance with RF exposure 
guidelines . Although the SAR is determined at the highest 
certified power level , the actual SAR level of the phone while 
operating can be well below the maximum value . This is because 
the phone is designed to operate at multiple power levels so as 
to use only the power required to reach the network . In general , 
the closer you are to a base station antenna , the lower the 
power output . 


Declaration of Conformity 


(€ 0168 ① 

The product "P-06D" is declared to conform with the essential 
requirements of European Union Directive 1999/5/EC Radio 
and Telecommunications Terminal Equipment Directive 3.1(a), 
3.1(b) and 3.2. The Declaration of Conformity can be found on 
http://panasonic.net/pmc/support/lndex.html._ 

Concerning European Economic Area : The use of Wi-Fi is restricted to 
only indoor use in France . 


FCC Notice 


• This device complies with part 15 of the FCC Rules . 

Operation is subject to the following two conditions : 

1. This device may not cause harmful interference , and 

2. This device must accept any interference received , including 
interference that may cause undesired operation . 

• Changes or modifications not expressly approved by the 
manufacturer responsible for compliance could void the user's 
authority to operate the equipment . 
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FCC RF Exposure Information 


This model phone meets the U.S. government's requirements 
for exposure to radio waves. 

Your wireless phone contains a radio transmitter and receiver . Your 
phone is designed and manufactured not to exceed the emission 
limits for exposure to radio frequency ( RF ) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U . S . Government . These limits 
are part of comprehensive guidelines and establish permitted levels 
of RF energy for the general population . The guidelines are based on 
standards that were developed by independent scientific 
organizations through periodic and thorough evaluation of scientific 
studies . 

The exposure standard for wireless mobile phones employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate ( SAR ). The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W / kg .* Tests for SAR are conducted using 
standard operating positions accepted by the FCC with the phone 
transmitting at its highest certified power level in all tested frequency 
bands . Although the SAR is determined at the highest certified power 
level , the actual SAR level of the phone while operating can be well 
below the maximum value . This is because the phone is designed to 
operate at multiple power levels so as to use only the power required 
to reach the network . In general , the closer you are to a wireless 
base station antenna , the lower the output . 

Before a phone model is available for sale to the public , it must be 
tested and certified to the FCC that it does not exceed the limit 
established by the U . S . government-adopted requirement for safe 
exposure . The tests are performed in various positions and locations 
(for example , at the ear and worn on the body ) as required by FCC 
for each model . The highest SAR value for this model phone as 
reported to the FCC when tested for use at the ear is 0.492 W / kg , 
and when worn on the body in a holster or carry case , is 0.794 W / kg . 
( Body-worn measurements differ among phone models , depending 
upon available accessories and FCC requirements ). While there may 
be differences between the SAR levels of various phones and at 
various positions , they all meet the U . S . government requirement . 
The FCC has granted an Equipment Authorization for this model 
phone with all reported SAR levels evaluated as in compliance with 
the FCC RF exposure guidelines . SAR information on this model 
phone is on file with the FCC and can be found under the Display 
Grant section at 

http :// www . fcc . gov / oet / ea / fccid / after search on FCC ID 
UCE 212054 A . 
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For body worn operation , this phone has been tested and meets the 
FCC RF exposure guidelines when used with an accessory designated 
for this product or when used with an accessory that contains no 
metal and that positions the handset a minimum of 1.0 cm from the 
body . 

* In the United States , the SAR limit for wireless mobile phones 
used by the public is 1.6 watts/kg ( W / kg ) averaged over one 
gram of tissue . SAR values may vary depending upon national 
reporting requirements and the network band . 


Important Safety Information 


Aircraft 

Switch off your mobile phone when boarding an aircraft or whenever 
you are instructed to do so by airline staff . If your mobile phone 
offers a 'flight mode ' or similar feature consult airline staff as to 
whether it can be used on board . 

Driving 

Full attention should be given to driving at all times and local laws 
and regulations restricting the use of mobile phones while driving 
must be observed . 

Hospitals 

Mobile phones should be switched off wherever you are requested to 
do so in hospitals , clinics or health care facilities . These requests are 
designed to prevent possible interference with sensitive medical 
equipment . 

Petrol Stations 

Obey all posted signs with respect to the use of mobile phones or 
other radio equipment in locations with flammable material and 
chemicals . Switch off your mobile phone whenever you are instructed 
to do so by authorized staff . 

Interference 

Care must be taken when using the mobile phone in close proximity 
to personal medical devices , such as pacemakers and hearing aids . 

Pacemakers 

Pacemaker manufacturers recommend that a minimum separation 
of 22 cm be maintained between a mobile phone and a pacemaker to 
avoid potential interference with the pacemaker . To achieve this use 
the mobile phone on the opposite ear to your pacemaker and do not 
carry it in a breast pocket . 
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Hearing Aids 

Some mobile phones may interfere with some hearing aids . In the 
event of such interference , you may want to consult your hearing aid 
manufacturer to discuss alternatives . 

Other Medical Devices 

Please consult your physician and the device manufacturer to 
determine if operation of your mobile phone may interfere with the 
operation of your medical device . 

Accessories 

With your mobile phone , use the battery packs and adapters 
specified by NTT DOCOMO , INC . Fire , burns , injury or electric shock 
may result . 

Batteries 

Do not dispose of the battery pack with other waste . The battery 
pack may catch fire or damage the environment . After insulating the 
battery terminals with tape , take the unneeded battery pack to a 
handling counter such as a docomo Shop or dispose of it in 
accordance with local waste disposal regulations . 


Handling Precautions 


• When using the Wi - Fi , and/or Bluetooth functions abroad , check 
local laws and regulations regarding use of them beforehand . 

• The excessive sound volume impairs your hearing . 

• Be sure to check the security and safety of the application , then 
install it at your own risk . The data in your mobile phone may be 
damaged or infected with a virus . Installation may cause excessive 
sound volume . 

• The wireless charger is intended for use only in Japan . Its use in 
other countries may contravene local regulations ; please use the 
AC Adapter 03 ( option ) when travelling outside Japan . 


輸出管理規制 


本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易ま」およ 
びその関連ま令）の適用を受ける場合がありまず。また、米国再輸出規制 
(Export Administration Regulations ) の適巧を受けまず。本製品および付 
属品を輸出および再輸出ずる場合は、お客様の責任および費用負担において 
必要となる手続きをお取りください。詳しい手続きについては経済産業省ま 
たは米国商務省へお問い合わせください。 
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知の財唐権 


胃作権-肖像権 


• お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上の tK — ムページ 
からのダウン□ー ドなどにより取得ちしくは本製品に搭載された文章、画 
像、映像、音楽、ソフトウェアなどの著作物は署作権まにより保護されて 
いまず。従って、第； E 者が著作権を有ずる著作物は、私的使用目的の複製 
や引用など着作権を上で認められた場合を除き、著作権ちに無断で複製、 
改変、公衆送信、転用、巧などずることはできません。 

実演杆興行、展示物などには、私的使巧目的であってち撮影まには録音を 
制限している場をがありまずのでご注意ください。また、お客様が本製品 
を利用して本人の同意なしに他人の肖傲を撮影したり、撮影した他人の肖 
傲を本人の同意なしにインターネット上のホームページに掲載ずるなど 
して不特定多数に公開ずることは、肖像権を侵害ずるおそれがありまずの 
でがホホラ/ださし、 

• お客様は別遠著作権者の許諾なく本製品に搭載されたソフトウェアの全 
部まには一部を、複製ちしくは改変、八ードウェアからの分離、逆アセン 
スレ、逆コンパイル、リバースエンジニアリングなどの行為を自らせずま 
たは第王をにさせないでください。またその利用を行わないでください。 


面標 


•「 FOMA」r i モード 」 r i アプリ」「デ]メール®」「ケータイデータお頂か 
りヴービス」「おまかせ□ック 」 「moperaJ fmopera UJ 「おサイフケー 
タイ」 「公なモード J 「マチキトラ」「エリアメール」「才ート GPS 」「 sp モー 
ド」 re トリ t ツ J rd メニュー」 rd マーケット」は NTT ドコモの商標また 
は登録商標でず。 

• 「キかッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標でず。 

• □ヴィ、 Rovi 、 G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガイドモバイ C • 川 mr 

ル、 G-GUIDE MOBILE および G ガイド関連□コ'は、米 iTBmii 


国 Rovi Corporation および/またはその関連会社の曰 
本国内における商標または登録商標でず。 


• 。はフェリカネツトワークス株式会社の登録商標でず。 


• Fel に a は、ソニー株式会社の登録商標でず。 

• microSD □コ、 microSDHC □コ、 microSDXCmicro m 毀 mi 避 

□コ’は 5D-3C, LLC の商標でず。 ぶみ CB 

• QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標でず。 

• Bluetooth ® とその□コマークは 、 Bluetooth SIG , INC の登録商標で、株 
式尝社 NTT ドコモはライセンスを受けて使用していまず。その他の商標 
および名称はそれぞれの所有者に帰属しまず。 

• Wi - Fi 、 Wi - 円 Direct は Wi-Fi Alliance の商標または登録商標でず。 

• DLNA ® は 、 Digital Living Network Alliance の商標、ヴービスマーク、 
または認証7—クでず。 
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• 「ブルーレイディスク」「ブルーレイ」はブ J レーレイディスクアソシエー 
シヨンの商標でず。 

• Google は Google Inc . の商標でず。 

•「 QiJ および q ••シンボルはワイレスパワーコンソーシアム （ WPC ) の商 
標でず。 

• その化本文中に記載されている尝社名および商品名は、各社の商標または 
登録商標でず。 


モの他 _ I 

• Contains Adobe ® Flash ® Player by ADOBE * 

Adobe Systems Incorporated . Efl FLASH * PLAYER 

Adobe Flash Player Copyright © 

1996-2011 Adobe Systems 
Incorporated . All rights reserved . 

Adobe and Flash are either registered trademarks or trademarks 
of Adobe Systems Incorporated in the United States and/or other 
countries . 

• FehCa は、ソニー株式尝社が開発した非接触 IC 力ードの技術ち式でず。 

• MPEG Audio Laye 卜3音声圧綱技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson 
からライセンスを受けていまず。 

• 本製品は、 MPEG -4 Patent Portfolio License 及び AVC Patent Portfolio 
License に基づきライセンスされており、が下に記載ずる行為に係るお客 
様の個人的かつ非営利目的の使用を除いてはライセンスされておりませ 
ん /。 

-画像情報を MPEG -4 Visual 、 AVC 規格に準拠して（政下、 MPEG -4 /AVC 
ビデオ）を記録ずること。 

-個人的活動に従事ずる消費者によって記録された MPEG -4/ AVC ビデ 
才、または、ライセンスをラけた提供ちから入手した MPEG -4/ AVC ビ 
デオを再生ずること。 

詳細については MPEG LA , L . L . C . ( http :// www . mpegla . com ) をご参照 
ください。 

• 本製品は 、 InterDigital Technology 社からのライたンスに基づき生産* 
販売されていまず。 

• 本製品は、マイク□ソフト社の知の財産権に係わる技術が含まれていま 
ず。マイク□ソフトからの適正なライたンスを得ずに、本製品が外でこの 
技術の使用もしくは頒布を斤ラことは禁止されていまず。 
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• コンテンツ権利者は 、 Microsoft PlayReady ™ コンテンツアク t ス技術 
によって、著作権で保護されたコンテンツを含む知的財産権を保護してい 
まず。本製品は、 PlayReady 技術を使用して 、 Play Ready 及び/又は 
WMDRM によ0保護されたコンテンツへのアクたスをしまず。本製品が、 
コンテンツ保護を適切に実施できない場合、当該コンテンツの権利者は、 
マイク□ソフトに巧し、 PlayReady によって保護された]ンテンツを使う 
本製品の機能の無効化を申し入れることができまず。この無効化は、 
PlayReady によって保護されていないコンテンツ及び化のコンテンツア 
クセス技術によって保護されているコンテンツに影響を与えてはなりま 
せん。コンテンツ権利をは、提供コンテンツにアクたスずるために 
PlayReady のアップヴレードを要ホずる場合がありまず。その場合、アッ 
プグレードを巧わないと、当該提供コンテンツへのアクセスができなくな 
0まず。 

• 本製品には GNU General Public Ucense(GPL v 2), GNU Lesser 
General Public Ucense ( LGPL ) その他に基づきライたンスされるソフト 
ウェアが含まれていまず。お客様は、当該ソフトウェアのソースコードを 
入手し 、 GPL v 2 または LGPL に化い、複製、頒布及び改変ずることができ 
まず。 

本製品の引渡から少なくとち3年間、パナソニックモバイルコ S ュニケー 
シヨンズ株式尝社は拟下の問い合わせ先にお問い合わせされたちに、配布 
に要ずる実費をご負担いにだくことを条件として、機器による読取が可能 
な GPL V 2/ LGPL が適用されるソースコードの複製物を提供いたしまず。 
<お問い含わせ先> 
pmc - cs @ gg . jp . panasonic.com 

また、ソースコードはが下のウェブサイト経由で入手ずることもできまず。 
http :// panasonic . jp / mobile / gpl / 

なお、ソースコードの内容等についてのご質問にはお答えしかねまずの 
で、予めご了承ください。携帯電話からのタウン□ー ドは行えません。夕 
ウン□ードはお手持ちのパソコンをご利用ください。 

当該ソフトウェアに関ずる詳細 （GPL V 2/ LGPL の各ライセンス文含む） 
は、ホーム画面 ► [設定] ► [端末情報] ► [ミ去的情報]の手順で確認ず 

ることびできまず。 

• 本製品には、上記の他、：欠のソフトウェアが含まれまず。 

- Apache Ucense ( v .2.0) の下で提供される Apache Software 
Foundation が開発したソフトウェア 
- The Free Type Project License の下で提供されるソフトウェア 
- ICU LicenseJCU 1.8.1 and later 
Copyright © 1995 -2011 International Business Machines 
Corporation and others 
- Anti-Grain Geometry-Version 2.4 
Copyright 眞 2002-2005 Maxim Shemanarev ( McSeem ) 

これらのソフトウェアに関ずる詳細（ライセンスで含む）は、ホーム画面 ► 
©► [設定] ► [端末情報] ► [まの情報]の手順で確認ずることができまず。 
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[ Adobe ® Flash ® Player のエシドユーザ-ライセシス契約 ] 

本製品には Adobe Systems Incorporated または Adobe Systems 
Software Ireland Limited (が下 fAdobe ] とずる）から提供されている、 
Adobe またはそのライセンヴーが権利を有ずる政下のソフトウェア（拟下「本 
ソフトウェア」とずる）が含まれていまず。 

• Adobe Flash ® Player 

本ソフトウェアの全部または一部を使用した場合は、特にな下の ( a ) からのに 
記載ずる制限を含む本契約上のずべての条件に同意したものと見なされま 
ず。 

本契約にお客様が同意した場合、本契約はお客様および本ソフトウェアを耳又 
得し、かつ自らの利益のにめに本ソフトウェアを使用ずるま人に巧して強制 
力があり、本製品の提供者、 Adobe 、 Adobe のライたンヴーにより執行可能 
としまず。 

同意しない場合は、本ソフトウェアを使用しないでください。 

( a ) お客様は本ソフトウェアを配巧およびコピーずることはできません。 

( b ) お客様は本ソフトウェアを修正、改変ずることはできません。 

(C) お客様は本ソフトウェアをリバースエンジニアリングしたり、逆コンパ 
イ J レしたり、逆アたンブルしてはならず、本ソフトウェアのソースコードを 
解明しよラと i ホみないものとします。 

( d ) 本ソフトウェアは現状有蜜にて提供されるちのであり、明示的であると 
點示的であるとを問わず、商品性の保証、特定目的適含性の保証、第王者権 
利非侵害の保証を含むがこれらに限られない、いかなる保証ちないちのとし 
まず。提供者、 Adobe 、 Adobe のライたンヴーは、当該損害の発生の可能性 
につき認識していた場合を含む、いかなる場合においても、損害、費巧、ミ巧 
生損害、間接損害、付随的損害、特別損害、または利益の喪失につき、お客 
様に对して賠償ずる責を負わず、懲罰的損害賠償も行わないちのとしまず。 
上記の制限および排除は、お客様の居住ミ去域のミ去律により認められる範囲に 
おいて適用されまず。本契約に基づくまたは関連した損害賠償責任の搬額 
は、本製品に巧してお客様がミ払われた金額があれば、その金額に制限され 
るものとしまず。 

( e ) 本ソフトウェアのバージヨンによってはアクセスできないコンテンツが 
あ0まず。 

の信用の連鎖を確立ずるために使用される証明書は無効とされ得るちので 
あり、新しい証明書を含む本ソフトウェアのバージョンをインストール等し 
ないとアクたスでさないコンテンツがありまず。 
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SIM □ック解除 


本端末は SIM □ック解除に巧応していまず。 SIM □ックを解除ずると他なの 
SIM 力ードを使用ずることができまず。 

• SIM □ ック解除は、ドコモショップで受付をしておりまず。 

• 別途 SIM □ ック解除手数料がかかりまず。 

• 他社の SIM 力ードをご使用になる場合、ご利用になれるサービス、機能な 
どが制限されまず。当社では、一切の動作保証はいたしませんので、あら 
かじめご了承ください。 

• SIM □ ック解除に関ずる詳細については、ドコモのホームページをご確認 
くださし、。 


Quick Manual (English) 


The P-06D is compatible with 3G, GSM/GPRS and wireless LAN 
systems. 

The latest information of this manual can be downloaded from the 
DOCOMO website. 

Further, the detailed English manual can be downloaded from the 
following URL: 

http://www.nttdocomo.co.jp/english/support/trouble/manual/ 
download/index, html 


[Accessones/Samples 

• P-06D {with warranty) 




• Back Cover P56 
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• Wireless Charger P01(with warranty) 

<Wireless charger> <Dedicated AC adapter> 




*1 Complimentary sample 

*2 Installed in the mobile phone at the time of purchase 

Installation of docomo mini UIM card and Battery Packl 

1 Remove the back cover 

• From the part on the mobile phone, lift the back cover 

up in the direction of the arrow mark, and remove. 
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2 Pulling the tab, slowly pull the tray out until it stops 



3 Insert the docomo mini UIM card into the tray with the gold 
IC part facing down 



4 Insert the docomo mini UIM card 
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5 Attach the battery pack 

• With the arrow marks facing up, fit the battery pack to the tab 
of the mobile phone securely, and then push the battery pack 
in direction 0 while pressing it against direction O. 



0 Attach the back cover 

• Checking the orientation of the back cover, fit the cover on 
the mobile phone. Then press on surrounding section of the 
back cover firmly to attach the cover. 
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Part Names 



O Earphone/microphone terminal 
0 Connector terminal 
包 Call/Charging indicator 
O Display (Touch panel) 

0 Inside camera 
O Light sensor/Proximity sensor 
O Earpiece/Speaker 
包 ISeg antenna 
O Flash 
⑩ Back cover 
の回 Power key 
0 因 / 因 Volume keys 
⑩固 Shutter key 
の FOMA antenna 
瓜 Wi-Fi/Bluetooth/GPS antenna 
⑩ Infrared data port 
の Outside camera 
⑩压 ) mark 
⑩ qimark 
⑩ Strap hole 
0 Microphone 
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^Basic Operations _| 

Power On/Off 

■ Power On 

1 Press and hold 回 for at least two seconds 

■ Power Off 

1 Press and hold 回 for at least one second 

2 [Power off] ► [OK] 

Locking/Unlocking the screen 

■ Locking the screen 
1 Press 回 

■ Unlocking the screen 

1 Press § ^ O 

Switching to English Display 

1 Home screen ► ◎ ► [ 設定] ► [言語と入力 ] ► [ 言語 ] ► 
[English (United States)] 

Checking My Phone Number 

1 Home screen ^ ^ [Settings] ^ [About phone] ^ 

[Status] 

Making a Call 

1 Home screen ► ◎ ► [Phone] ► [Dial] tab > Enter a phone 
number ► [_| 

Answering a Call 

1 A call comes in ► [Activate] ► [Accept] 
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アイコン . 49 

アクたスポイント . 59 

初期設定にリセット . 61 

設定 . 59 

アプリケーシヨン . 53 

アプリケーシヨン画面 . 日3 

エリア メール . 69 

音量 . 67 



画西□ック . 57 

機內モード . 45 

緊急速報「エリアメール」 . 69 

緊急通報 . 66 



充胃 . 40 

初期設定 . 58 

シヨー トカット . 49 

スクリーンシヨット . 47 


スク□—ル . 47 

ステータスアイコン . 51 

スマートフォンあんしん遠隔ヴポート . 79 

スリープモード . 45 


たーフモー ド . 77 

ソフトウェア更新 . 83 



タッチパネル . 46 

タップ . 46 

を猫/横画面表示の切り替え . 47 

タブルタップ . 46 

通知アイコン . 50 


通知パネル . 52 

通話音量 . 67 

電源 ON/OFF. 45 

電池パック . 39 

胃命 . 40 
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取り付け/取り外し . 39 

電言古が受ける . 67 

電話がかける . 66 

ドコモ miniUIM 力ード . 36 

取り付け/取り外し . 36 

ドラッグ . 47 

ピンチ . 47 

ブラウザ . 71 

フリック . 47 

Ttv—AH®. 48 

マナーモード . 45 

メッたージに MS) . 68 

义字入力 . 55 



ijiz ット . 80 

□ック画面を解除 . 46 

□ングタッチ . 46 


ijiz ット . 80 

□ック画面を解除 . 46 

□ングタッチ . 46 


英数字 


E メール . 68 

Gmail. 69 

microSD 力ード . 38 

取り付け/取り外し . 38 

mopera Li. 61 

New! アイコン . 49 

PIND-K. 56 

PIN □ック解除]-ド （PUK) . 57 

Play ストア . 54 

SD 力ードバックアップ . 62 

SIM 力ード□ック設定 . 56 

sp=E-K. 61 

sp モードメール . 68 

USB テザリング . 65 

Wi-Fi. 64 

Wi-R テザリンク . 65 
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ご契約内容の確認•をを、各種サービスのお申込、各種資料請巧をオシライ 
シ上で承つておりまず。 

sp モードかち d 乂ニュー ► 「お客様サポートへ J ► r 各種お申込•お手続 
き J (パケット通信料無料） 

パソコシかち My docomo (http://www.mydocomo.com/) ►各 
種お申込-お手続き 

乂 sp モードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証香号 J が必要となり 
まず。 

义 sp モードからご利用になる際は、一部有料となる場合がありまず。 

义 パソコンからご利用になる場合 、 「docomo ID/ パスワード J が必要とな 
0 まず。 

^ 「ネットワーク暗証番号」および 「docomo ID/ パスワード」をお持ち 
でないち ■ お忘れのちは本書裏面の「総合お問いをわせ先」にご相談くださ 
し、。 

义 ご契約内容によってはご利用になれない場をがあります。 

X システムメンテナンスなどによ 0 、ご利用になれない場含がありまず。 


マナーちいつしよに携帯しましよラ 


本端ホを使用ずる場合は、周囲の方の迭惑にならないよラにミ主意しましよラ。 


[こんは場合は必ず電源を切 0 ましよラ I 

■ 使用禁止の場所にいる場合 

航空機内、病院内では、必ず本端末の電源を切ってください。 

X 医用電気機器を使用しているちがいるのは病棟内だけではありません 。 □ 
ビーや待含室などでち、必ず電源を切ってください。 

■ 満員電車のやなど、植込み型也臓ペースメーカおよび植込み型除細動おを 
装着した方が’近くにいる可能'性が’ちる場合 

植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れが 
あ 0 まず。 


r こんは場合は公巧モードに設をしましよラ 

■運 乾やの場合 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の巧象とな 0 まず。ただし、 
傷病者の救震または公共のま全の維持など、軒むを得ない場合を除きまず。 

■劇場- 映画館-美術館など公共の場所にいる場合 

静かにずるべき公共の場所で本端末を使用ずると、周囲のちへの迷惑になり 
まず。 
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「由用ずる場所や声-着信音の大きさに注意しましよラ 

■ レストラシやホテルの□ビーなどの静かな場所で本端ホを使用ずる場合 
は、声の大きさなどに気をつけましよラ。 

■ 街のやでは、通行の妨げになちない場所で使用しましよラ。 


プライノ I シーに配慮しましよラ 


d カメラ巧き携帯電話を利用して撮影や画像送信を巧ラ際は、プライパ 
1シーなどにご配慮ください。 


こんは機能か公共の7ナーを巧0まず 


かかつてきた電話に応答しない設定や、本端末から鳴る音を消ず設定など、 
ほ利な機能がお0まず。 


♦公共モード（電源 OFF ) 

電話をかけてきた相手に、電源を切る必要がある場所にいる旨のガイダンス 
が流れ、自動的に電話を終了しまず。 

♦バイブレーショシ 

電話がかかってきたことを、振動でお知らせしまず（な P .45)。 

♦マナーモード 

着信音-タッチ操作音など本端末から鳴る音を消しまず（な P .45)。 

义たにし、 シトッター音は消せません。 

そのほかにち、留守番電話サービス、輕送でんねサービスなどのオプション 
ヴー ビスが利用できまず。 


を) 

イル ’ IJ ブイ3ル•タット 3-3 

■拓 'PHS のリウイウルにご B りを 


ご不きになった携帯電話などは、自社•他な製 
品を問わず回収をしていまずので、お近くのド 
コモショップへお持ちください。 

X 回取が象：携帯電話、 PHS 、 電池パック、充 
電器、卓上ホルタ' (自社•他社製品を問わず回 
収） 


この巧刷物はリサイクルに配慮して製本されていまず。不要となつた際は、 
回収、リサイクルに出しましよラ。 
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織う既紙セ殿親き欄 


ドコモの携帯電話か 5 の場合 

mmmm -81-3 - 巨 83 吕 -6600* * ( 無料） 

* 一般電話などでかけた場合には、曰本向け通話料びかかります。 
《 P -06 □わ、5ごす リ 巧の場合は、+8 1-3 -百832-已600でつなわ’;ります。 
(「+」は [0] を□ングタッチします。） 

一般電話などか 5 の場合 

<ユニパーサルナンパー> 


ユニバーサルナンバー用 
国隐識別番号 


* 滞在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国隙識別番号に 
ついては、ドコモの「国隙サービスホームページ」をご覧ください。 

• 紛失 • 盗難などにあわれた 5 、速やかに利巧中断手続きをお取りください。 


< か …- 熱て激職、充 4 刷眼优 


ドコモの携帯電話か 5 の場合 

mmmm -81-3-6718-1414* ( 無料） 

* 一般電話などでかけた焉合には、曰本向け通話料びかかります。 
※ド-〇巨□からご利用の場合は、+81 -3-6718-1 414でつなびります。 
(「+」は [0] を□ングタッチします。） 

一版電話などか 5 の場合 

くユニパーサルナンパー> 


ュニパーサルナンバー巧 
国隐識別番号 


* 滞在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国隙識別番号に 
ついては、ドコモの「国隙サービスホームページ」をご覧ください。 

♦ お客様び購入された端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定 
の故障取巧窓 □ にご持参ください。 




















線合お問いをわせ巧 

<ドコモインフオメーシヨンセンター> 


■ ドコモの携帯電話か6の場含 

凸（局番なしの）151撫料） 

※一般電話などか6はご利用になれません。 

■一般電話などか 5 の場台 
風 0120 -800-000 

※一部の IP 電話からは接続でをない場合びあります。 

受付時間午前9 : 00〜午後8 : 00 (年中無休) 


巧障お問い合わせ巧 


■ ドコモの携帯電話か6の場合 
□ (局番なしの）113 (無料） 

※一般電話などからはご利用になれません。 

■一般電話などか 5 の場合 

函，0120 -800-000 

※一部の IP 電話からは接続でをない場合びあります。 

受付時間 24 時間（年中無休） 

♦番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 

♦各種手続さ、故障•アフターサービスについては、上記お問い合わせ先に 
ご連絡いただくか、ドコモホームページにてお近くのドコモショップなど 
にお問い合わせください。 

ドコモホームぺージ http :// www . nttdocomo . co . jp / 


皆 

マブーちいつしょじ携帯しましょラ。 

0公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周困の方へのむくばりを忘れずに。 
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